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ニューヨーク法会への祝辞

ニューヨーク法会：皆さんこんにちは！

　まず、法会の成功をお祝いします！

　歴史が大
ダーファー

法弟子に与えたのは最も偉大な全てなのです。現在、皆

さんが行なっている全てはみな最も神聖なことであり、皆さんが行

なっている全ては衆生のためであり、皆さんが行なっていることの全

ては他でもなく未来を創造しているのです。

　歴史の過去において、皆さんは人類のあるべき輝きを創造したの

であり、歴史の今日において、大法が皆さんに与えるのは衆生を救

い済度する使命なのであり、歴史の将来において、皆さんの純正な

全ては他でもなく大穹の成住不破の保証となるのです。皆さんの道を

しっかりと歩み、救われた生命は皆さんの衆生と成り、皆さんが行なっ

ていることの全ては他でもなく皆さんの圓満するすべてを成就させて

いるのです。

李　洪　志
二〇〇二年二月一日
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全世界の大法弟子、
新年おめでとうございます！

李　洪　志
二〇〇二年二月十一日
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正念をもって物事を見る

　現在、大陸の大法弟子がテレビを利用して、国民に真相を伝える

ことは、邪悪の迫害を暴露することであり、邪悪に欺かれ、害され

ている衆生を救い済度していることであり、慈悲で偉大な行為です。

　邪悪な政治集団は大法弟子に対し、まともに法律を適用したこと

すらなく、恐れる心のために大法弟子が真相を伝える時の行動を否

定しないでください。邪悪がいくら迫害しても、大法弟子を待ってい

るのはみな圓満成就であり、邪悪生命を待っているのは、法を正す

ことと大法弟子を妨害し迫害した時に仕出かした全てを、地獄の中

で尽きることなく償うことだけです。

李　洪　志
二〇〇二年三月八日
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大法の福

　十年間にわたって法を正すことによって、乾坤を再び造り直し、壊

滅から計り知れない衆生を救い済度し、計り知れない大穹の圓容と

して不滅の法理、計り知れない智慧を切り開きました。これは衆生

の福であり、大法弟子の威徳です。　

　師が十年にわたって大法を伝えていますが、この世の定められた

運命は既に大きく変わり、歴史が定めた彗星による災難は既に過ぎ

去り、既に第三次世界大戦から免れ、99 年の天地の成、住、壊、

滅という憂いは存在せず、法がこの世を正すことがもうすぐやって来

ます。この世の衆生は、大法と大法弟子に救われ済度された恩に対

して、恩返しをするでしょう。善きかな、善きかな、善き善きかな！

李　洪　志
二〇〇二年五月十九日
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評　注

　この意見は非常に良いです。もしすべての中国人学習者が普段の

行動の中で気を配り、身だしなみをきちんとすることができ、何を行

なっても相手を考えることができれば、これこそ大法弟子の風格で

す。師が長年法を伝えていますが、ずっと社会と人々に責任を持つと

いう態度で行なってきています。

　中国大使館と領事館前の座り込み請願活動に参加している大法弟

子は素晴らしいのです。皆さんお疲れ様です。暑いので、ご自愛くだ

さい。

李　洪　志
二〇〇二年六月二十一日

　上記は、明慧ネットに 2002 年 6 月 21日に掲載された「中国大使館・領事館前

の請願活動に参加した学習者の討論と意見」という文章に対する評注です。 　
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正　念

　大法弟子がこの特殊な歴史時期に、邪悪生命からの大法及び大

法弟子と世の人々への迫害を減らすために、正念を発することは、非

常に肝心な作用を発揮しました。大量な邪悪は法を正す勢いが到来

する前に早速にきれいに取り除かれ、多くの損失が避けられました。

しかし、邪悪はすでに自分の末日が見えたため、その現れ方もます

ます死に物狂いとなってきています。大法弟子はすでに衆生が救わ

れる唯一の希望となりました。ですから、より有効に法を正す作用を

発揮するために、皆さんは真相を伝える際、必ず正念を発することを

重要視しなければなりません。邪悪から隙に付け入られないように、

邪悪及び自分自身にある問題をその都度きれいに取り除くべきです。

現在、一部の学習者は正念を発する際の要領をまだ得ていません。

坐禅をする際の状態とまったく同じ学習者もいます。そもそも、一部

の学習者は坐禅をする際に、寝てしまいそうになったり、頭がはっき

りしていない状態だったり、または雑念にひどく妨害されている状態

にあります。これは良い効果を収めることができません。また一部の

学習者が、正念を発している際、一つまたはいくつかの邪悪のところ

に考えを集中させているので、発した功と神通は最大限の作用を発

揮できませんでした。もちろん、特殊な情況下で、単独でまたは集

団で統一して一つまたはいくつかの邪悪に対して正念を発する際、こ
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のようにすべきであり、しかも集まった力は相当強いものです。しかし、

普段皆さんが毎日集団で正念を発する時、更に大きい範囲で邪悪を

探すべきであり、毎日、毎回一つまたはいくつかの邪悪に対して行う

のではありません。

　やり方ですが、①精力を集中して、頭を絶対にはっきりさせ、理性

的で、念力が集中しており、強大なものでなければなりません。宇宙

の全ての邪悪を粉砕することができるという唯我独尊の勢いがなけ

ればなりません。②他の空間がまだ見えていない弟子の場合、口訣

を念じ終えた後、強大な念力を集中して、「滅」という字を念じてく

ださい。この「滅」は宇宙天体の大きさと同じく強大になり、全ての

空間は含まれないものがなく、漏れるものもありません。③他の空間

の邪悪が見える弟子は、自分自身が把握している情況に従って行なっ

てください。正念は強くあるべきであり、智慧を駆使すべきです。一

正そのものは百邪を圧するものです。④正念を発する時、目を閉じて

も閉じなくても、効果は同じです。目を開けたままでする際、常人社

会の全てを見ても見えないようにならなければなりません。

　正念を発する際に、その現れがいくら激しくても、表面は穏やか

なのです。特に職場または特別な場所にいる際、掌を立てても立て

なくても、効果は同じです。強大な正念を保ち、考えが集中してい

れば、同じ効果を収めることができます。ただ、普通の情況下では

掌を立て、蓮花手印をするべきです。

　損失を減らし、衆生を済度するために、大法弟子の強大な正念を

発しましょう！　皆さんの威徳を示してください！
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李　洪　志
二〇〇二年十月十三日
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師父から新年の挨拶

全世界の大法弟子、新年明けまして、おめでとうございます！

　皆さんは魔難の中から、世の人々を救い済度する中で、更なる冷

静と成熟の中で、また一年を歩んできました。残った道のりにおいて、

神の正念正行で、皆さんが先史の時に立てた大いなる願いを圓満さ

せましょう。

長い道のりは既に尽き、

深い霧は徐々に散る。

正念は神威を顕し、

天上に戻ることは待ち望みではない。

李　洪　志
二〇〇二年十二月三十一日

　

　

　



16

二〇〇三年大法弟子への挨拶

中国大陸の大法弟子、明けましておめでとうございます！

全世界の大法弟子、明けましておめでとうございます！

塵
ちり

の世に下る

法
ファールン

輪がまわる時、必ず狂気が現れる

国力を使い果たして吾のために忙しくなっている

道化役の邪悪な芝居が終わるのを静かに見ている

ただ残土が風の中で舞い上がる

多くの出来事と変化の中に輪廻した五千年

たまった塵を拭い取り、真実を見る

誰がこの巨大な劇の主役なのか

ただ衆生のために今回来たのである

李　洪　志
壬午年臘月二十九日

二〇〇三年一月三十一日
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学習者の文章に対する評注

　よく述べられています。修煉の道は人それぞれ異なり、法を実証す

る方法も異なり、異なる社会階層、異なる仕事、異なる環境でみな

修煉できます。これこそ大法が修煉者に示した道なのです。大法弟

子は一体となっており、法を正す中で行なった全てを私はみな肯定

的に評価しており、皆大法弟子として行うべきことを行なっています。

異なるやり方は、法が運行している中での有機的な分担と圓容の方

式ですが、法の力は全体として現れてくるのです。

李　洪　志
二〇〇三年二月十六日
二〇〇五年十月八日修正
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学習者の文章に対する評注

　この文章は思考が明晰で、師父が法を正すことと大法弟子が法を

実証することに対してはっきりと認識しています。もし大法弟子が皆こ

のように理智で、頭脳明晰で、法を実証する中で正念をもって正しく

行えば、迫害が存在できず、邪悪も付け入る隙はありません。文章

を誰が書いたのか私は重く見ていません。表したものは学習者が法

を実証することに有用であれば、私は激励を与えます。たとえ反対

者の文章であっても問題ありません。なぜなら救い済度しているのは

すべての衆生だから、迫害が終わっていなければ、大法学習者が修

煉の道をまだ歩み終っていなければ、それは機会であり、人間の希

望なのです。

李　洪　志
二〇〇三年八月二十九日
二〇〇五年十月八日修正
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学習者の文章に対する評注

　すべての大法弟子がこの文章を読むことをお勧めします。

李　洪　志
二〇〇三年十一月一日

学習者の「金佛」に対する評注
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学習者の文章に対する評注

　凶悪な警察と悪人を暴露し、その悪行を社会に公表する。このや

り方はあれらの理性を失った悪人を非常に強く震撼させる作用があ

り、同時に当地に対して真相を伝える中で、民衆に邪悪の迫害を最

も直接に暴露し、認識させ、同時にデマに毒され、騙された民衆を

救い済度する一種の良い方法です。大陸の大法修煉者と新しい学習

者全員が皆このことについてよく行うよう希望します。

李　洪　志
二〇〇三年十一月十五日
二〇〇五年十月八日修正
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〇四年元旦 師父から大法弟子への挨拶

中国大陸の大法弟子の皆さん、

全世界の大法弟子の皆さん：

　新年あけましておめでとうございます！

世の大きな変遷は一瞬でも時間がもたらしたものであり、

法を正すことは新しい紀元を創り出している。

悠々たる歳月の栄光と苦しみは、

全てこの時に洪大な願いを果たすためである。

　衆生のために、大法を実証するために、神の道のりにおいて精進

しましょう！　未来恒久の圓容は皆さんの栄光と共に存在するので

す！

李　洪　志
二〇〇三年十二月三十一日
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海外の電話会議における説法

　この本は、邪悪による学習者への迫害を暴露し、世の人々を救い

済度することにおいて、ある程度の役割を果たすことができるので、

常人社会で発行することができ、常人の中で大いに宣伝することもで

きます。常人向けの幾つかのウェブサイトで連載することもできます。

しかし、学習者への妨害を避けるために、学習者の中で広く宣伝し

ないでください。いかなる事も学習者の圓満成就に向かう形式、法

を実証する形式を妨害してはいけません。　

　内容について言えば、本の中に常人の心で表現しているところが多

くあります。迫害を暴露する本を書くことに執着して邪悪に転向した

部分は絶対に学習者の中で広く伝えてはいけません。転向が何を意

味するのか分かりますか？　実は神に見えたのは、出て来て迫害を

暴露したいと思ったのが耐えられなくなったからであり、外に出たい

心こそ真に捨てられない執着です。大法弟子はいかなる状況のもとで

も、たとえ迫害を暴露するためでも、絶対に邪悪に転向してはいけ

ません。迫害を暴露すること自体は大法弟子の修煉の最終目的では

ないので、常人の心が完全に取り除かれていない学習者は真似して

はいけません。なおさら学習者向けのウェブサイトで学習者に広く宣

伝してはいけません。

　修煉は厳粛なことであり、皆さんが修煉することによって神に成就
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し、同時に皆さんが法を実証することもできるので、私は皆さんに大

法を伝え、かつてなかった永遠の栄光を与えました。皆さんに単な

る迫害を制止する中の常人の英雄になってもらうのではなく、皆さん

は旧勢力の按排と迫害を否定しながら法を実証し、それによって神

になっていくのです。

李　洪　志
二〇〇四年一月十九日
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正念をもって悪事を制止する

　現在、大法弟子を迫害している邪悪の要素は以前と比べて、本当

に少なくなりましたが、悪人と凶悪な警官はまだ大法弟子に対して悪

事を働いています。これは人間が直接神に対して罪を犯しているので

す。ですから、各種の方式を利用して、例えば、邪悪な行為を暴露し、

真相をはっきりと伝え、または直接電話をかけるなどの方法で制止す

ることができます。　

　大法弟子が現在行なっている全ては皆、世の人 と々衆生を救い済

度することであり、迫害を暴露し制止しているので、邪悪による各種

の迫害行為を認めてはならず、迫害の中で邪悪が思うままに大法弟

子を迫害することをなおさら許してはいけません。もし、凶悪な警官

と悪人が勧告を聞き入れず、ひたすら悪事を働いているのであれば、

正念をもって制止することができます。大法弟子は正念が強く、恐れ

る心がない情況下で、正念をもって逆に悪事を働く者を懲罰すること

ができます。凶悪な警官がスタンガンを使っていても、または悪人

が薬物を投与して大法弟子を迫害していても、正念を用いて、暴行

を加える者の身に電流と薬物が流れていくようにすることができます。

掌を立てても立てなくても、正念が出れば、これを成し遂げること

ができます。

　各種の迫害の中で、迫害を制止するために、正念を駆使して逆に
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悪人を懲罰することができます。中に学習者を殴打する人も含まれて

います。正念が強ければ、悪人の拳と足が悪人自身の身体に当たる

ようになり、または凶悪な警官と悪人が互いに悪事を働き合うように

なります。更に、痛みと傷が全部悪事を働いた悪人と凶悪な警官の

体に移るようにすることもできます。しかし、その前提は、皆さんの

正念が強く、恐れる心がなく、常人の執着、不安と恨みの心がない

ことであり、その状態ではとても効果的です。正念が出れば、直ち

に効果が見られます。正念を発する過程で、驚かず恐れず、悪人の

暴行が止まらない限り、正念を発し続けます。迫害以外では、世の

中のいかなる人、いかなる出来事にも使ってはいけません。大法弟

子は人を救い善を行うことを根本としており、この正念は悪人が悪事

を働くことを制止するためであり、他の悪人に警告し、世の人が罪を

犯さないようにするためでもあります。その目的はやはり衆生を救い

済度するためです。

李　洪　志
二〇〇四年二月十五日
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正念で黒い手を取り除く

　現在の状況について言えば、大法弟子を迫害することに参与して

いる卑しい鬼は既に残りが極めて少なくなるまできれいに取り除か

れ、たいした作用を働くことができなくなりました。この状況下で、

旧勢力が当時三界の外から入れてきた、旧勢力にも淘汰される次元

が低く悪くなった各種の神の中に、佛、道または他の神の形象をし

ているものがいます。これらは皆「成住壊滅」の旧い法理にとっくに

解体され、淘汰されるべきものです。法を正すことが始まった時、そ

れらを三界に入れた旧勢力の目的は、法を正すことを妨害させ、大

法弟子を迫害することに参与させることです。　

　これらのことをすれば、大きな罪を犯してしまうと旧勢力に分かっ

ています。法を正すことに直接罪を犯すことによって、地獄に落とさ

れることを恐れ、それらは三界の外で三界内のこれらの悪い神（黒

い手）を操り、これらの黒い手は更に卑しい鬼を操って、法を正すこ

とを妨害し、大法弟子を迫害しています。この数年来、大法弟子に

加えたいかなる迫害も、それらに直接に指図されて行われたのであっ

て、その罪は計り知れないほどのものです。それらはすでに自ら犯し

たこれらの罪悪に責任を負いきれなくなりました。

　旧勢力の全体が消滅されることと、これから消滅される最後の全

ての要素は旧勢力の黒い手が極めて大きな罪悪を犯したことと関係
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しています。これらの黒い手は全ての大法弟子が修煉し始めたとき

から現在までのあらゆる出来事と、大法弟子の個人修煉の中で現れ

てきた全てのことを妨害することに参与し、あらゆる隙に付け入りま

した。黒い手の数は非常に多いのであって、この空間で表した形体

は非常に小さいのです。大きいものはコインくらいの大きさで、小さ

いものはペンの先ほどです。多くのものはペンの先ほどの大きさです。

私がこの数年の間に説いた法はそれらも聞いており、ずっとそれらに

機会を与えているにもかかわらず、それらはひたすら最も邪悪なこと

をやっています。法を正すことが進むにつれ、更に大法弟子の正念

の作用によって、それが利用できる卑しい鬼が足りなくなるまで消滅

されたとき、これらの黒い手は自ら卑しい鬼がやっていることに参与

し、直接大法弟子を迫害しており、法を正すことを妨害しています。

　そのため、新しい学習者も古い学習者も含めて、全ての大法弟子

は正念を発する時、具体的な目標に対して正念を発する以外、これ

らの黒い手にまっすぐ向け、徹底的にそれらをきれいに取り除いてく

ださい。同時に、正念を発する時、考えを更に集中させ、純粋で清

らかにし、落ち着いて更に大きな能力を動員し、全ての黒い手と卑し

い鬼を解体し、他の空間にあるこれらの最後の妨害をきれいに取り

除いてください。

　これ以上邪悪に隙に乗じられないようにし、人間の執着に妨害さ

れないようにしてください。大法弟子が行うべきことをしっかり行い、

最後の道をしっかり歩み、正念正行をしましょう。
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李　洪　志
二〇〇四年三月十六日
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修　正

明慧ネットへ：

　今後、すべての大法書籍の中の「目的」の「的」を全部「目地」の「地」

に修正します。この「的」は法の内涵の中で「地」とまったく違う意

味であり、これは現代人が中国古代文化の内涵を否定したことによっ

てもたらされたことです。

　また、「非常地」（非常にの意味）、「真正地」（本当にの意味）、「立

体地」（立体的の意味）などの「地」の使い方は、その内涵も変えら

れており、「的」に直すべきです。目的地や場所の意味を指していな

い場合は、すべて「的」を使ったほうがよいでしょう。

　また、「前
ぜんしん
进」の「进」の問題です。このままなら井戸の中に向かっ

て歩くという意味になるので、やはり繁体字の「進」に戻したほうが

よいでしょう。歩けば歩くほど佳
よ

いという意味だからです！

　今までの大法書籍の中のこれらの字は、大法弟子が直せばよいの

です。小さなナイフでその字を削り取ってから、手書きまたは印刷し

た字で直せばよいのですが、大法弟子が自ら直すのが最もよいので

す。

李　洪　志
二〇〇四年三月二十六日
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考えをはっきりせよ

　学習者として、師父の要求に従って行なっていなければ、これは

小さな問題ではないはずです。旧勢力はすべての大法弟子に対して

それらのものを按排しました。もし大法弟子が師父の要求に従って行

なっていなければ、きっと旧勢力の按排に従って行なってしまったこ

とになります。旧勢力は実質上、法を正す中で大法弟子が出てこら

れるかどうかに対して、いつも皆さんのそばにある巨大な関と難です。

　今回の魔難を経ても、考えがまだはっきりしない学習者がもしい

れば、このすべてとすれ違ってしまいます。師父の要求に従って行なっ

てこそ、大法弟子が法を実証し、自らを修煉することになり、これが

本当の大法弟子なのです。

李　洪　志
二〇〇四年五月八日

学習者の文章に対する評注
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学習者の文章に対する評注

　中国大陸であれ、全世界のその他の地区の大法弟子であれ、迫

害されている中で採る迫害に反対する方法はみな、中国大陸の大法

弟子の安全に気をつけなければなりません。大法弟子の安全に不利

なすべての行為を止めるべきです。

李　洪　志
二〇〇四年五月三十一日
二〇〇五年十月八日修正
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カナダモントリオール法会へ

　皆さんこんにちは！　大法弟子のこの数年来の絶え間ない努力に

よって、真相を伝える中で世の人々がますます目覚めるようになり、

皆さんはますます多くの衆生を救い済度しました。同時に、大法弟

子の未来をも成就させています。喜び、祝うに値すべきことです。　

　私たちの法会はほかでもなく、絶えず今まで行なってきたことを振

り返りまとめています。法を実証する中で、大法弟子の修煉方式の

実践の中で、まだ足りないところがあります。良い経験を生かし、正

念を強め、大法弟子が行うべきことを更に良く行うようにしてください。

　今回の法会は大法弟子の盛会であり、大法弟子の威徳を樹立する

ことの現れでもあります。緩めないでください。最後のこの時期に更

に良く行うようにしてください。皆さんの円満な成功を祈ります。

李　洪　志
二〇〇四年六月二十日
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ヨーロッパウィーン法会へ

ヨーロッパウィーン法会：

　皆さんこんにちは！

　私たちは法会を、経験をまとめ、足りないところを見出し、良い成

果を生かし、大法弟子の正念を樹立する盛会にすべきです。これま

で行なった全てを大切にし、今後の道を更に良く歩むようにしてくだ

さい。

　師父は皆さんを見ており、皆さんからの良い知らせをいつも待って

います。

　最後に、法会が成功裏に行われることを祈ります！

李　洪　志
二〇〇四年六月二十日

　

　

　



34

人心を放下し、世の人々を救い済度する

　大法弟子の全体がすでに個人修煉の段階を終え、現在法を正す

ことの洪大な勢いが急速に進んでいるため、大法弟子が法を実証す

る段階もいよいよ終わりに近づいています。歴史はもうすぐ新しい段

階に入ります。現在から、特に中国大陸の大法弟子、新しい学習者

も古い学習者も長い間執着している人心を放下し、全面的に早く世

の人 を々救い済度してください。いったんこの段階が過ぎてしまえば、

一回目の衆生の大淘汰が始まります。法を正す時期の大法弟子にとっ

て、個人の解脱は修煉の目的ではありません。衆生を救い済度する

ことこそ、皆さんがやって来た時の大きな願いであり、法が正される

中で歴史が皆さんに賦与した責任と使命です。ですから、大量の衆

生は皆さんが救い済度する対象になります。大法弟子は法が正され

る中で賦与された偉大な責任を台無しにしないでください。更に、

救い済度される衆生を失望させないでください。皆さんは彼らが未

来に入ることができるかどうかの唯一の望みとなりました。ですから、

全ての大法弟子、新しい学習者、古い学習者はみな行動を起こし、

全面的に真相を伝えるべきです。特に中国大陸の大法弟子は、一人

一人みな表に出て真相を伝え、あらゆるところに真相が伝わるように

し、人のいるところに漏れることなく真相を伝えるべきです。真相を

はっきりと伝えてから、煉功したい人がいれば、できるだけ早く法を
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勉強し功法を教える環境を整えてあげてください。彼らは次の段階

で修煉する弟子です。　

　真相を伝えると同時に、法の勉強を重視すべきです。法の勉強が

よくできておらず、人心が重い学習者を利用して邪悪が流布した、法

を乱す卑しい鬼の偽経文をこれ以上読んだり広めたりしないでくださ

い。正念と正行を保ち、冷静に理性を持ち、全面的に世の人々を救

い済度してください。

李　洪　志
二〇〇四年九月一日
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学習者の文章に対する評注

　この文章は非常によく書けています。大法弟子が法を実証する目

的がはっきりとしています。正念が強く、理性もはっきりとしています。

すべての中国大陸の大法弟子たちがこの文章を読むことを薦めます。

大法弟子は法を実証する中で、邪党の会議の結果に執着してはなり

ません。なぜなら人類社会のすべてはみな大法のために存在し、大

法弟子の修煉のために存在しているからです。もちろん、正のものが

あれば邪のものがありますが、それらはただ大法の需要によって動

いているのです。

李　洪　志
二〇〇四年九月十九日
二〇〇五年十月八日修正
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法を正す中で必要なのは正念であり、
人心ではない

　常人の心があまりにも重い大法弟子よ、私が皆さんを導き歩んで

いるのは神の道ですが、一部の学習者はどうしても常人の観念を固

守しています。今までの個人修煉の中で、皆さんはいつも大法から

の恩恵を人類社会に与えるための恩恵だと思っており、魔難の中で、

宇宙の中の邪悪生命が悪人を利用して大法弟子に加えた迫害を人為

的なものだと思っていました。法が正される中、大法弟子が正念をもっ

て法を実証する中で、邪悪が取り除かれ残りが極めて少なくなった

情況下で、世の人々は目覚め始めましたが、皆さんはまた迫害の終了

に対する希望を常人に託しました。

　これは宇宙が法を正しているのです。この世は、巨大な天体が法

を正すことによる衝撃を受けた時の、低次元生命の現れに過ぎませ

ん。人間は神に対して何ができるのでしょうか？　外的な要素がなけ

れば、人間は神に何ができるのでしょうか？　人類社会での現れは

高次元生命の操作によってもたらされたことに過ぎません。正念が

強く、良く行なった大法弟子と比べて、あなたの大法に対する根本

的な認識は本当に人間という次元に留まるしかないのでしょうか？　

それならば、あなたは一体何のために修煉しているのでしょうか？　
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人類社会で何かを達成するためなのでしょうか？　中国で何かを達

成するためなのでしょうか？　大法弟子のこの世での人間としての一

面のためなのでしょうか？　大法弟子にこの世の正義を世の人々に与

えてもらうためなのでしょうか？　私は人類社会で何かを成し遂げる

ために法を説いたのでしょうか？　皆さんが修煉の中で神に向かい、

認識から徐々に人間を超え、生命の圓満成就と昇華という目的に達

するために、私は皆さんを導いているのです。

　目覚めてください！　歴史上最も邪悪な魔難も皆さんを目覚めさ

せることができなければ、法がこの世を正す時、驚愕と後悔の中で、

自分が本当にだめだという自責と絶望の中で、真に修煉してきた大

法弟子が圓満成就する際の壮観ぶりを目のあたりにするしかありませ

ん。これも自分自身が撒いた因果なのです。私は一人の大法弟子を

も手放したくはありませんが、皆さんは真に法を勉強し、修煉する中

で自らを高めなければなりません！　法を実証する中で世の人々を救

い済度し、大法弟子として行うべき三つのことをしっかり行なってくだ

さい。精進して下さい。常人の心による執着を放下してください。神

への道はもう遠くはありません。

李　洪　志
二〇〇四年九月十九日
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挨　拶

　大陸及び全世界、各民族の大法弟子からの中秋のご挨拶とお気

持ちに感謝申し上げます。師父は皆さんに以下の言葉をお送りします。

大法弟子が歩んでいるのは神の道であり、常人の社会情勢の変動に

影響されないでください。時間を大切にして真相を伝え、世の人 を々

救い済度し、卑しい鬼をきれいに取り除き、正念正行しましょう。特

に中国大陸の大法弟子は各自行うべきことに更に力を入れ、精進し

て止まないでください。

　中秋に正念が更に強まることを祈ります！

李　洪　志
甲申年八月十五日
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私からの棒喝

　法を正す中で、宇宙の最後の全ては解体され作り直される中で、

再び生成されます。法がこの世を正す時はますます近づいてきてい

ます。この五年間、大法弟子は法を実証する中で神の威徳を樹立

し、この世の空間での正念正行は大量の衆生と世の人々を救い済度

し、大量の卑しい鬼と旧勢力の要素を消滅しました。常人社会での

現れから見ると、邪悪の迫害が緩められ、衆生と世の人々が他の空

間の邪悪生命と大法を妨害する要素のコントロールから解かれまし

た。人々は大法弟子と世の人々に対する今回の迫害にはっきりと気付

き、このことについて考え始めました。これによって、この世で大法

弟子を迫害することに参加している邪悪の人々が恐れおののき、邪悪

の本性を弱め、大法弟子への迫害を放棄した悪人さえいます。その

ため、形勢は大いに改善されました。これは大法弟子が法がこの世

を正す前の正念と正行の中でやり遂げたことです。大法弟子は法を

正す中で作り出された、神 も々刮目している生命であり、つまり大法

徒になりました。大法弟子が法を実証する中で歩む道、つまり自ら

を修めながら、衆生を救い済度し、同時に宇宙の法を正すことに対

する要求に合わせて、法を正すことにマイナスの作用を働いたり、大

法弟子に悪事を働いたりする黒い手と卑しい鬼、及び旧勢力が按排

した妨害、迫害の要素を解体し、きれいに取り除いています。これ
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は即ち、大法徒が歩んだ完全無欠な修煉の道、偉大な神を圓満させ、

成就させる道です。

　それに対し、家に隠れていわゆる法を勉強している人は、如何な

る口実があっても、全て放下できない執着があるからです。このよう

な人はひいては小グループを作り、お互いに愚痴をこぼし合ったり、

けちをつけたり、大法弟子が法を実証することと大法弟子が行なっ

た全てに対して消極的な態度を取っており、学習者の欠点と修煉過

程の足りないところを探したりして、ひいては国内外でデマを広めてい

ます。彼らがやっているのは皆邪悪を喜ばせることです。迫害の中で、

邪悪を手伝っています。「私は『轉
ジュワン

法
ファールン

輪』だけを読みます。新経文

を読みません」と言っている人がいますが、あなたはまだ私の弟子な

のでしょうか？　はっきりと教えますが、99 年 7月20日以前は個人

の修煉であり、法を認識する段階なのです。法を認識する中で、圓

満成就まで至ることができますが、これは大法弟子の修煉の終わり

ではありません。その後のこの五年間は、他でもなく、形勢を逆に

し、誰が本当にできるのか、誰ができないのかを見分け、真に修煉

していない者を淘汰し、同時に真に修煉する大法弟子の威徳を樹立

し、衆生を救い済度する五年間なのです。なぜ一つの生命のために、

大法と私が自ら済度しなければならないのでしょうか？　はっきり言

えば、どのような生命が宇宙大法に済度されるほどの資格を持って

いるのでしょうか？　済度された生命はただ自分自身の圓満成就の

ためだけでよいのでしょうか？　どのような人が大法徒に相応しいの

でしょうか？　家に隠れていわゆる法を勉強している人なのでしょう
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か？　大法から受益だけを求め、大法のために捧げたくない人なの

でしょうか？　特に大法弟子でありながら、迫害の中で大法のため

に正義の声を上げたくなく、いわゆる家で法を勉強すると言って大法

から求めている、このような人はどういう人なのでしょうか？　皆さん

自身で判断してください。

　危険がすでにこのような人に近づいてきていることが師父に見えま

した。私は今回の迫害を含めて、旧勢力の按排を認めていません。

しかし、法を正す中で衝撃を受けた旧い要素が遅かれ早かれ、この

ようにやることが私に分かっています。つまり、迫害が起こらなけれ

ばよかったのですが、その場合、私はその情況下で皆さんが歩むべ

き道を用意します。迫害が起こったので、私はそれを利用して、大法

弟子が法を実証する中で迫害を否定し、その中から大法弟子に威徳

を樹立させています。皆さんの恐れる心、安逸を求める心、あなた

の各種の願望に合っている道こそ大法弟子の修煉の道だと思ってい

るのでしょうか？　歴史上のそれらの宗教の修行と信仰こそ、唯一の

修煉だと思っているのでしょうか？　もし三界と人類の歴史上の全て

が皆宇宙で法を正すために按排されたことであれば、歴史はただ大

法のために歴史の過程の中で、衆生と人類、及び人間の思考様式と

文化を造ったに過ぎません。それによって、大法が広く伝わる時、人

間はその考えで法を理解し、法とは何か、修煉とは何か、衆生を救

い済度すること等々は何か、及び各種の修煉形式について理解する

ことができるようになります。もしこういうことであれば、歴史上の全

ての修煉と信仰は皆宇宙が将来法を正すために、この世で文化を築
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いたのではありませんか？　人間が神になる道とは何でしょうか？　

天神まで私が人間に天に昇るための梯子を残したと言っています。

　また今回の迫害の中で世の人 と々同じように、師父が迫害に対して

なす術もないと思っている人がいます。ご存じでしょうか？　旧勢力

がこの世の魔の首魁を利用するために、いわゆる試練が終わるまで

生きていけるように守っていることを除いて、魔の首魁も私の指揮に

従って行動しています。私が飛び上がれと言ったら、飛び上がり、暴

れよと言ったら暴れ、狂気になれと言ったら、そのようになると言っ

ている人がいるのではありませんか？　皆さんもご存じのように、私

が何かを言ったり、書いたりすると、魔の首魁は大法弟子を迫害す

るならず者の集団のほぼ全員を率いて、昼夜を問わず、まず「学習」

しなければならないのではありませんか？　現在、表面では政治闘

争の中で締め出されましたが、これは魔の首魁を制御している邪悪

と卑しい鬼らが作用しなくなったからではありませんか？　そのため、

人間はこのように魔の首魁を扱うことができ、このように扱う勇気が

あったのです。これは法が正された作用のほか、大法弟子が法を実

証する中で、迫害に反対し、衆生を救い済度する中で、正念と正行で、

迫害を暴露し、旧勢力の按排を否定した作用ではありませんか？　

　家族が迫害の中で拘束され、迫害されているにもかかわらず、あ

なたは皆さんと一緒に早く迫害に反対し、迫害を制止し、家族が受

けた迫害を軽減するなどのことをせず、家で法を勉強すべきだと言っ

て、学習者が行なったことに不平不満だらけです。あなたの家族が

拘束中、受けた迫害が軽くなったり、または止まったりしたのは、大
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法弟子が邪悪と危険を顧みず、迫害に反対する中で、邪悪を暴露し、

制止したからだということを知っていますか？　家族が釈放された

ら、あなたは彼らに会わせる顔があるのでしょうか？　彼らのために

あなたは何をしたのでしょうか？　修煉している人は修煉している神

ではなく、修煉の過程には誰にも誤りがありますが、肝心なのはどの

ように対処するかということです。誤りを認識できる人もいれば、でき

ない人もいます。また、恐れる心など各種の要素に執着しているため、

認識したくない人もいます。修煉は常人の政治闘争ではなく、なおさ

ら権力と利益の競り合いでもありません。常人社会と官界で身につい

た観念と悪い習慣は常人の中でも軽蔑されているもので、修煉の中

ではなおさら取り除かなければなりません。

　修煉は他でもなく、人間が天に昇り、神になることであり、難しく

ないことがありえるでしょうか？　以前佛教の中で「棒喝」という言

い方がありましたが、私は意気地のない、危険の瀬戸際に立たされ

た人にも棒喝を与えましょう。

李　洪　志
二〇〇四年十月十一日
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二〇〇五年ヨーロッパ法会へ

法会に参加する全ての大法弟子、こんにちは！

　大陸の大法弟子が受けた五年あまりの迫害の中で、ヨーロッパの

大法弟子は全世界の大法弟子とともに、迫害を暴露し、真相を伝え、

衆生を救い済度する中で、大法弟子として行うべきことを行いました。

大法弟子が共に努力することによって、真相はすでに広く知られ、邪

悪は身を隠すところがもうすぐなくなります。これは法を正し、正法

への信念を持つ大法弟子の偉大さを充分表しました。

　皆さん、引き続き努力しましょう！　人類の歴史は人間になること

を最終目的としているのではなく、人類の歴史は邪悪がはびこる楽

園でもありません。人類の歴史は法を正すために造られたのであって、

大法弟子だけがここで光り輝くことができるのです。

　再度、大法弟子の法会が成功裏に行われることを祈ります。

李　洪　志
二〇〇五年一月十五日
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政治に参与しているのではない

　中共悪党が法輪功を迫害するという問題に対して、数年来、真相

を知らない多くの中国人はずっと迫害は行うべきものだと思っていま

す。これはその党が中国に対し半世紀にわたる統治の中で、すでに

中国人にその党の党文化を注ぎ込んだため、もたらされた結果です。

これによって、中国人は物事を判断したり、問題や人々の行動を考

えたりする際、意図的に造られたこの党文化に基づいて思考してしま

うのです。このように思想改造された中国人はすでに、正常な人類

として物事を判断したり考えたりしておらず、その行動様式も正常な

人類としてのものではなくなりました。このような党文化に作用され、

人々は外国と言えば、意識の中で「中共悪党と対立している資本主義

の国」という基点に立ってしまいます。実は外国こそ人類社会の正常

な社会形態です。中国に存在している問題のことを言われると、中国

人はすぐに「反中勢力」という基点から物事を見るのです。甚だしい

場合、「中共」と言えば、「中国」のことを言っているのと同じである

と思う人、「中華民族」のことを言うと、考えの中で「中共」と混同し

ている人もいます。さらに、何かの問題を解決する際、まず思いつく

のは人を懲らしめることであり、その手段はほかでもなく強制したり、

打撃を加えたり、政治運動を起こしたり、弾圧、闘争などを行なっ

たりするなどのものです。
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　現在中共が完全に腐敗し、危機勃発の絶体絶命の情勢の中、中

国人が中共悪党を罵っている際も、その党が造った文化と意識の中

でその党に反対しており、実はやはり党文化の中で党を見ているので

す。ひいては、「あの党が無くなったら、中国はまだ存続できるので

しょうか」と考えている人もいます。中華民族の五千年の文化の中で、

一つの王朝が去ると、いつも次の王朝がやってきたのではありません

か？　東ヨーロッパの悪党は解体しましたが、今それらの国は何とも

ないのではありませんか？　忘れてはいけないのは、人類社会は神

が制御しているのであって、混乱させようとしたら、乱れることになり

ますが、混乱させないなら、誰もこの社会を乱すことができません。

　中国人が西側社会に来てから、人々は中国人の言動を理解するこ

とができず、いつもおかしいと思っています。中共の指導者の外国

訪問のときの言動を見て、西側の人は彼らの理性に問題があると思う

のです。この党文化は中国人の思想と文化をどこまで変異させたので

しょうか？　中共中央階層の人自身もこの思想と行為および文化の変

異から逃れることができません。このような人類の思想の変異によっ

て、中共は中国の民衆に行なった各種の弾圧に対して合法的な理由

を簡単に見つけることができます。「わが党は一貫して正しい」という

スローガンの効き目がなくなった今日、合法的に中共の統治を維持

するために、中国人の愛国心を利用したり煽動したりして、常に人々

の愛国心を膨れ上がらせ、「あの党がなければ中国もない」「愛国は

すなわち愛党」「愛党はすなわち愛国」などと、絶えず人々の思想を

混同させ、繰り返し中国人を欺いています。
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　法輪功に対する迫害が失敗した後、またもや「法輪功は反中勢力

と結託している」と言い出しました。法輪功が中共に迫害されている

真相を暴露したら、すぐ「法輪功は国を愛していない」と民衆を煽動

します。そのため、法輪功学習者が迫害を暴露し、真相を伝える中で、

聞こうともしない中国人に本当に遭遇しました。彼らは党が言ったこ

とは必ず正しいのであって、中共政府が言っていることは必ず正しい

と思い、法輪功は本当に中共が宣伝しているようなものであると信じ

ています。

　大法は人間を済度しています。大法弟子は慈悲深いのです。人間

の未来のために、迫害の真相を世の人々に知らせ、この迫害の邪悪

さを認識してもらうのもこの迫害を制止しているのです。しかし、中

共の「一辺倒」の天地を覆い隠すかのようなデマと宣伝の中で、中

共のデマと宣伝に騙された人が確かにいます。その中に数回の政治

運動を経験した人、ひいては迫害され、中共に騙されたと連呼した

人もいます。また、生まれてから党の文化に教育され大きくなった人

もいます。しかし、彼らの中に確かに多くの良い人と根基の良い人が

います。彼らはその党の宣伝と教育で完全に方向を見失いました。

　こういう情況下でどのようにしたらよいのでしょうか？　大法弟子を

迫害しているこの悪党を裸にし、中国人と世の人々に、彼らが信じて

いる「偉大で光栄かつ正確」と常に自称しているこの党がいったいど

ういうものなのかを見てもらうしかないのです。大紀元新聞が『九評

某党』を掲載してから、中共はまた「法輪功が政治に参与している」

とデマを作り始め、人々を騙しています。そうですね、この党に言及
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する人がいれば、すぐ政治に参与しているというレッテルを貼られ、

このように中国人を欺いています。実は「政治に参与する」ということ

の恐ろしさと良くない意味合いもその党が中国人に植え付けた党の文

化です。中共悪党国家以外の国では、「政治家」はどうやら高い階

層の名称のようです。

　法輪功は政治に参与しません。これは実践の中ですでに証明され

たことであり、世の人々にも認識されたことです。悪人と中共の迫害

を制止し、暴露をしていることを政治に参与すると言われていますが、

それならば、いっそのこと「法輪功とは何か」「中共悪党はどういう

ものなのか」「中共悪党はなぜ法輪功を迫害するのか」などのことを

徹底的に説明しましょう。「法輪功とは何か」ということについて、大

法弟子は全力を挙げて真相を説明する中ですでに世の人々に伝えま

した。全世界の人 も々皆分かりました。そして、世の人々に中共悪党

はどういうものなのか、なぜ法輪功を迫害しているのかを世の人々に

見てもらえばよいのです。実はこれは迫害を制止しているのであって、

政治に参与しているのではなく、私たちには政治的な企みもありませ

ん。私たちは修煉者で、神の道を歩んでいる人であり、世間を出よう

としており、この世の各種の名と利を求めたり、狙ったりもしていませ

ん。悪人と悪党に対する暴露は、邪悪の迫害を制止するためであり、

邪悪に欺かれた衆生を覚醒させ、彼らを救っているのです。

　党文化によって方向を見失った世の人々に誤解されないようにする

ため、私は中国大陸の大法弟子が真相を伝える中で『九評』に関わ

らないようにと言いました。しかし、法を正す形勢は凄まじい勢いで
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進んでおり、大法弟子が法を実証する状況も変化しています。最近、

中共の偽りの宣伝は再び「焼身自殺」などのデマを大々的に取り上げ、

偽の『九評』をまき散らし、世の人々に対する毒害を深めています。

これは真相を伝え、衆生を救い済度することに今まで以上に障碍を

もたらしました。世の人々に悪党の本性となぜ大法弟子を迫害してい

るのかを理解してもらうために、『九評』を知ってもらうことが必要に

なりました。

　実は現在の中国人の中にまだ共産主義を信じている人がいるので

しょうか？　魔の首魁と現在在任中の中共中央の中からも本当に中

共悪党を信じている人を一人も見つけることはできません。その党と

魔の首魁は「法輪功に勝つ」と言ったその瞬間、神々はそれの解体

と消滅を決めたのです。現在、神々はその党すべての要素を全面的

に消滅しています。この最後の大事な時に、歴史上百年あまりもの間、

共産悪党が犯した罪を肩代わりしたい人がいるのでしょうか？　中共

悪党が犯した悪事に敢えて協力する人は、きっと権力への欲望に目

が眩んだに違いありません。実は共産邪霊を暴露することは人を指し

ているのではありません。『九評』は邪悪に毒害されたすべての衆生

を救うためであり、中に中共悪党の党員と中共の最高指導機関の人、

および一般の民衆が含まれています。その目的は、中共悪党の背後

にある要素がどういうものなのかを各界の衆生にはっきりと認識して

もらうためです。

　実は世の人々が権力のため、この世の利益のために生きることは

大きな間違いではありません。しかし、なぜどうしても人類を毒害す
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る邪悪に仲間入りせずにいられないのでしょうか？　人間よ、目覚め

ましょう！　もし皆さんに人間になる目的が失われてしまったら、それ

こそ最も恐ろしいことです！　もし世の人々が本当に回帰の道を待ち

望み、探しているのであれば、理性的になりましょう！

　世の人々に一つの真理をお教えしましょう。神佛が世に下り、正法

が伝えられれば、必ず乱す魔の妨害があります。各種の伝説、各種

の宗教の中で伝わっていることが、今現在起きているかもしれませ

ん。人間の観念に自分の本性が遮られないようにしてください。まし

てや神の道を歩んでいる人に罪を犯さないでください。

李　洪　志
二〇〇五年一月二十六日
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新年の挨拶

　中国大陸の大法弟子、全世界の大法弟子、新年明けましておめで

とうございます！　乙
きのととり

酉の年が始まりました。この一年の中で、法を

正す洪大な勢いは人類に変化をもたらします。そのため、皆さんは

大法弟子が行うべき三つのことを一層良く行わなければなりません。

執着を放下し、大法弟子として必ずはっきりと認識しなければならな

い迫害と、私たちを迫害している邪党の本当の姿に、常人の心で対

処しないでください。

　私たちは政治に参与しておらず、人類のこの本当の邪教と張り合っ

ているのではなく、なおさら人類の何かの政権を手に入れたいとも

思っていません。迫害の中で私たちが党文化に惑わされた世の人々

を救い済度しているということを必ずはっきりと認識すべきです。な

ぜならば、この部分の人はこの邪教を信じているあまり、真相を聞こ

うともしないからです。同時に、このことをはっきりと認識していない

学習者にその邪悪な本質を認識させます。これも放下しなければな

らない常人の心であり、法を実証する中で必ず歩まなければならない

一歩です。常人の観念で法を正すことと大法弟子の修煉形式を量ら

ないでください。いつも常人の心のために、皆さんの認識を高める過

程を長く延ばさないでください。皆さんは神の道を歩んでいる人であ

り、一つ一つの執着はみな障碍なのです。　
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　師父が皆さんに歩ませる道は必ず正道です。冷静で理性をもち、

正念の中で圓満成就に向かう道を歩み終えることを期待しています。

李　洪　志
乙酉年正月一日　
二〇〇五年二月九日
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世間に向かって輪を回す

　中国大陸で生活したことのない大法弟子は中共の天下について、

なかなか理解することができず、特に中国大陸から出てきた大法弟

子あるいは大陸の大法弟子が中共の各種組織から脱退するという声

明を発表するとき、多くの大法弟子が党員であったのを見て、大法弟

子がどうして党員なのか理解することができません。特に共産主義国

家ではない国の大法弟子はさらに理解することができません。実は

中国大陸では、大法弟子は修煉する前は同じ党文化の教育の中で生

活していました。当時大陸では、中国はすなわち中共であり、中国

の中上層の社会階層は必ず党員の階層でなければならず、これはす

でに自然な社会形式になりました。こうした状況の中で、多くの人は

党の一分子になるために入党したのではなく、まして真にそれを信仰

しているわけでもありません。これはこの社会の中で生きていくため

の唯一の道だったのです。これは中国人が歩まざるをえない道のよう

であり、これに反すると、思想の異見分子となり、中共に批判される

ターゲットになってしまいます。もちろん、それらの本当に邪悪な党

徒は除きます。更に、一部の人は自ら望んで加入したのではなく、多

くは受動的に加入し、あるいは職場全体で一緒に加入したのです。

大法弟子は中共脱退声明を発表していますが、実は彼らはすでに党

員、団員ではありません。なぜならば、中共は半年党費を納めなけ
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れば自動的に脱退すると規定しているからです。99 年に法輪功への

迫害を始めたとき、中共は私が青年団に入団したことがあると言った

のではないでしょうか？　実はそのとき、職場の中で最後に残りの二

人だけが党、団員ではなく、私はそのうちの一人でした。当時の職場

は全員が党、団組織に加入しなければならないと規定しており、そ

れでも加入しなければ中共の異分子になってしまうので、形式的にそ

うしたのです。

　実は、師父は法を正す中で全ての衆生を救い済度しており、善の

ものばかりでなく、当然悪のものも含んでいます。私はいつも言って

いますが、法を正す中、私はすべての衆生の以前の過ちにこだわって

おらず、法を正す中での衆生の大法に対する態度しか見ていません。

すなわち、どんな生命であっても、歴史上にどれほど大きな過ちと

罪があっても、法を正すことに対してマイナスの作用さえ働かなけれ

ば、私はみな彼（それ）らのことを善解することができ、同時に彼（そ

れ）らの罪業を消去します。これは最大の慈悲であり、真に救い済

度するということです。なぜならば、宇宙の中に良い生命と悪い生命

が同時に存在しており、これは陰陽と相生の理だからです。中共は自

ら大法に敵対することを選択したのです。あの党が必ずや法輪功に

勝利すると叫んだそのときから、中共の邪霊と世間で大法弟子を迫

害する中共の邪悪集団は、すでに全宇宙の神々から死罪の判決を下

されました。実は当時私が大法を伝えたとき、中共の社会の中で伝

えており、もし大法弟子を迫害しなければ、全宇宙で最大の功をた

てることになります。しかも、この社会で法を伝えることは本来社会
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に対して百利があって一害もないのです。人々の身体が健康になれ

ば、彼らは誰のために医療費を減らしたのでしょうか？　人々に健康

な身体があれば、誰の社会のために価値を創造するのでしょうか？　

あの党はあまりに多くの悪事を働き、崩壊を恐れており、常に「社会

の安定」を叫んでいます。大法が広く伝わる中で人の心が善に向か

い、社会は本当に大法の形勢に従って安定するようになりました。も

ちろん人類社会の安定のために大法を伝えたのではなく、これは人

の心が善に向かったことによってもたらされたことです。中共の中央

から社会の各階層まで、多くの人もこの事実を目にしました。しかし、

中共の本当の姿はなんと言っても極悪非道の邪教なので、たとえそう

であっても大法を容認することができません。天、地、人を統治し、

ひいては人間の思想まで統治しようとする極めて狂気じみた変態した

心理は、このわずかな刺激にも耐えることができません。たとえ大法

が広く伝わることがすでに自分自身に利益をもたらしたとしても承知

せず、どうしても大法を取り除かなければ安心することができません。

あの世上の人間のくずは当然、さらに嫉妬で理性を失い、独断専行

し、ちょうど共産邪霊と同調してしまいました。大法に敵対するだけ

ではなく、さらに迫害の中で迫害の手口をやり尽くし、神への道を歩

んでいる、久
くお ん

遠の歴史が定めた多くの大法の徒を迫害により死亡さ

せたり、体を不自由にさせたりしました。幾千万の人々が様々な方法

で迫害され、一億人の正法への信念が弾圧されています。この永遠

に残る大罪、蒼穹の限りを満たしたほどの悪事を働いたこの大罪は、

大穹の全ての神々を激怒させました！　現在、それを操る旧勢力の
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要素までもが一刻も猶予できずに、それとその邪霊の解体を急いで

います。邪悪の気炎がなくなったのは、悪人が変わったからではな

く、悪人を支配する邪霊が極めて少なくなるまで消滅されたからです。

つまり、中共の滅亡は、法を正すことを始めるときに中共を消滅する

と決められたのではなく、法を正す中で、他でもなくすべての良くな

い生命を正に帰し、これによって全ての生命を救い済度するのです。

大法に敵対することを選択したのは中共なのです。もちろん、修煉

者には敵はおらず、誰も大法の敵になる資格はありません。邪悪を暴

露するのは悪行を制止するためです。今まで、私たちが真相を伝える

際、一貫して党に反対していないと言っていますが、だからといって、

決してそれを愛するとか、承認するかしないかなどのことでもありませ

ん。修煉の中で、常人社会のいかなる組織、党、社会形式ともまっ

たく関係がないからです。つまり、中共がもし大法に対して悪事を働

かなければ、誰が党員であるかどうかは問題ではありません。このよ

うに考えれば、私が若い頃青年団に入ったのもそれに機会を与えて

いるのではありませんか？　この党は現在、悪事を働いているばかり

でなく、その罪は容赦することができず、性質が変わり、当然中共

の党徒にも災いをもたらしてしまいました。人間はその組織から脱退

しなければ、その一分子、一粒子、その構成要素の一部になってい

るので、神々が悪人を消滅するときの目標となります。人類でこの一

幕が始まったとき、人間に機会を与えることはもうありません。大法

弟子が真相を伝える中で既に人間に十分な機会を与えましたが、歴

史の今日では、人間は必ず生命の未来の道を選択しなければならず、
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真相を聞くか聞かないかも人間が未来を選択しているのです。以上

の状況から見れば、大法弟子の中にかつて党、団員であった人がい

ますが、それは彼らの過ちではなく、あの党の首魁と邪霊が悪事を

働くことを選択したことが過ちだったのです。大法弟子は汚点を残し

たくはありません。声明発表は大法弟子が政治に参与しているので

はなく、まして形式的に行なっているのでもありません。これは修煉

の中で取り除くべき執着であり、誰もが全宇宙で最も邪悪なものが

授けた印と、それを容認する心を持って圓満成就することはできませ

ん。同時に、大法弟子はそれをはっきりと認識し、意識の中からそ

れを徹底的に取り除き、これ以上自分の考えが妨害されないように

することができれば、正念は一層強くなり、大法弟子が行うべきこと

をしっかり行うことができるようになります。これも修煉の中で必ず歩

まなければならない一歩なのです。

李　洪　志
二〇〇五年二月十五日
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ヨーロッパストックホルム法会へ

ヨーロッパ法会：

　大法弟子、こんにちは。

　世の全ては法を正すために切り開かれたのです。大法弟子は現在

の主役であり、古から現在まで、各界の衆生は待ち望んでいます。

あなたたちが済度しようとする衆生を救いましょう。正念正行で、全

ての障碍を解体し、真相を広く伝えてください。神はこの世にいます。

　法会の成功を祈ります。

李　洪　志
二〇〇五年六月十二日
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法を良く勉強していれば、
人心を取り除くことは難しくない

　この文章は非常によく書かれています。大法弟子が法を実証し、

衆生を救い済度する時の方法をまだはっきりと認識していない学習者

に、この文章をお勧めします。この文章はより全面的に書かれておら

ず、深さも限られていますが、大法弟子が法を実証し、衆生を救い

済度するときに行うべき全てをはっきりと認識しています。

　実は表に出ていない学習者は、如何なる口実を持っていても、ほ

かでもなく恐れる心を包み隠しています。しかし、恐れる心があるか

どうかは、修煉者が常人か、神かを見分ける証であり、修煉者と常

人の区別です。これは修煉者が必ず直面することであり、取り除か

なければならない最大の人心でもあります。

李　洪　志
二〇〇五年七月二十日

学習者の文章に対する評注
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人心を取り除く

　この文章は非常によく書かれています。その認識も素晴らしいので

す。一部の学習者はどうしても法の勉強を重視せず、大法学習者の

中に現れたことを常人の心から認識しています。盲目に他の学習者を

崇拝しているという現象だけではありません。実はこのような人心の

表れは修煉者と常人の本当の表れです。自分の修煉にも多くの厄介

なことをもたらし、法を実証することと学習者が法に則って協調する

ことを妨害してしまいます。最も目立つ例として、多くの学習者がひ

どい迫害に遭っていますが、実はこれは彼らの人心が重く、正念が

足りないことによってもたらされたことです。これを解決する方法は、

必ず学法を重視して、真面目に法を学ぶことです。この大法は大穹

を正し、修煉を通じて人間を圓満成就させることができますが、な

ぜこの万古の機縁を大切にしないのでしょうか？　しかもこの機縁は

瞬く間に無くなってしまいます！

李　洪　志
二〇〇五年九月一日

学習者の文章に対する評注
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全世界の大法弟子、中国大陸の大法弟子
よい中秋節を！

志退かず（宋詞）

時空を超え、法を正すことが急進している

巨難の前、志変わらず

邪悪がはびこっているが、大法弟子は道を迷わない

ほこりを払うように邪悪を取り除く

弟子は大法の道を正しく歩み

この世を耀かせ、三界から出る

大法の徒が精進し、志退かず

万古の苦しみはただ今回のためである

李　洪　志
二〇〇五年九月十八日中秋
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正道を歩む

　法を正すことはほかでもなく、これまでの宇宙の正しくない法を正

すことです。この中に宇宙の高次元の生命と、低次元の生命がすべ

て含まれています。もちろん、これらの生命が各次元で残した法、

人間に伝えた修煉のための法も含まれています。法を正す時期の大

法弟子はほかでもなく、真善忍を実証し、新宇宙の大法を成就させ

ることを最大の目標としており、なぜ真善忍の特性をもつ新宇宙に抵

触するものを広げ、実証するのでしょうか？　目的を達成するためで

あっても、大法弟子は自分が何のために存在しているのか考えないこ

とをしないでください。実は衆生を救い済度することの中に個人修煉

を向上させる要素も含まれています。衆生を救い済度すること、個人

の向上、迫害に反対することなどはすべて、法を実証しているのです。

皆さんが正道を歩むことこそ、法を実証しているのです。迫害の邪悪

な形式を、法を実証せず、または法をしっかり実証しないことの口実

にしないでください。実は、旧勢力が按排した邪悪な迫害も皆さん

を試すために存在しています。私たちは旧勢力の存在と按排を認めて

いませんが、なんといっても旧勢力はこれらのことを仕出かしました。

皆さんこそ歴史のこの時期の主役であり、今邪悪も正神も、すべて

皆さんのために存在しています。皆さんが正道を歩むことこそ最も重

要なことです。最後のこの時期、邪悪の要素が少なくなり、環境も
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緩和され、この世の情勢も変化しますが、皆さんに歩んでほしい正

道は永遠に変わりません。

李　洪　志
二〇〇五年九月二十五日
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プラハ法会へ

プラハ法会に参加される大法弟子の皆さん、こんにちは。

　法会の成功を祈ります。

　共に向上し、大法弟子としての姿を表し、大法弟子が行うべき三

つのことをしっかり行い、法会を成功させ、実のあるものにしてくださ

い。

李　洪　志
二〇〇五年十月二日
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最後になればなるほど、精進すべき

　人間は修煉の中で、乗り越えなければならない関門がたくさんあ

ります。人間は生まれてから、人類社会を絶えず認識していく中で、

様々な観念が形成され、これによって執着が生じました。なぜなら

ば、人類社会はほかでもなく、苦難と利益と享楽が共存している世

界であり、いくらお金があっても、どの社会階層においても、人生に

は多くの苦難があるからです。苦しみによって人間は意識的または無

意識のうちに苦難に抵抗してしまい、その目的は幸せな暮らしを手に

入れるためです。したがって、幸せを求める中で、人間はいかに傷つ

くことなく、いかに良い生活を送り、いかに社会で出世し、功なり名

を遂げ、いかにより多くのものを手にし、いかに強者になるかなどの

ために経験を積んできました。これらの経験を持つと同時に、人生

の観念が形成され、観念はまた経験が実践されていく中で強化され

ました。

　実は、人類社会の理は宇宙の中で逆になっています。人間が難に

遭い、苦しみを味わうのは業を返し、幸せな未来を得られるように

するためです。修煉者の場合、正の理にしたがって修煉すべきです。

苦を嘗め難に遭うことは業力を取り除き、罪を除去し、人体を浄化し、

思想境地と次元を高める絶好の機会であり、大変良いことです。こ

れは正の法理です。しかし、実際の修煉の中で、苦痛やトラブルが
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やってきて、心を刺激したとき、特に人間の頑固な観念を刺激したと

き、やはりなかなか乗り越えることができません。ひいては試練を与

えられているのだと分かっていても、執着を放下することができませ

ん。特に大法弟子がこの誘惑に満ちたいわゆる現実社会で修煉して

いるため、観念を変えることは、なおさら難しく、なおさら重要なこ

とになります。ですから、私はいつも、修煉の中で法を多く勉強する

ようにと言っており、時々文章を発表して普遍的に存在する問題を指

摘し、絶えず方向を修正しています。しかし、それでも修煉の道のり

に時々新しい問題が現れてきます。現在の情況から言えば、大法弟

子の修煉の中で現れてきた迫害の情勢は、宇宙で法が正される中、

大法弟子が法を実証する中で、すでに激しく変化しました。修煉環

境にしても、世の人々の認識にしても、みな根本的に変化しました。

これは元々、法を正すことと大法弟子の修煉の後期段階の現れです。

数少ない一部の学習者、ひいては古い学習者もこの時期、多かれ少

なかれ意気消沈の状態に陥り、精進の意志を緩めてしまい、これも

法を正すことの時間に対する執着、または正しくない後天的観念の

妨害によるものだと認識していません。そのため、旧勢力が以前人類

空間の表層に残した妨害の要素と邪霊、卑しい鬼に隙に付け入られ、

これらの執着と人間の観念が拡大され強化されたことによって、この

意気消沈の状態に陥ってしまいました。

　実は皆さん考えてみてください。過去の修煉者は一生を費やしては

じめて歩み終えるこの道のりでも、一刻も怠りませんでした。大法に

済度される生命の果位を成就させようとする大法弟子は、修煉の中
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で最も利便な修煉法門があるのに、法を実証しながら修煉するとい

うこの最も偉大な栄光が瞬く間に去っていく短い修煉の間に、なぜ

もっと精進せずにいられるのでしょうか？　この世で常人の中で修煉

するのが大法弟子の修煉方式であり、しかも修煉の中で人心を直に

指摘するのだと皆さんはすでに分かっています。人間の執着と、法

を実証し衆生を救い済度することを妨害する観念はみな、取り除か

なければならないものです。神の道を歩んでいる修煉者にとって、こ

れら常人の心の執着を取り除き、これらの観念を変えることはそれほ

ど難しいことなのでしょうか？　もし修煉者がこれをも取り除きたく

なければ、修煉者としての表れはどういうものなのでしょうか？　も

ちろん、こういう情況にいる多くの弟子は実は最初、自分にある軽い

執着または観念の妨害に気づくことができず、邪悪に隙に付け入られ、

妨害の要素を強められたため、このようになったのです。認識したら

すぐ追いついてくると思います。しかし、皆さんはこの最も偉大な神

の道で、回り道を少なくし、自らの将来に悔いを残さず、次元の距

離が開かれることなく、これこそ私と皆さん、そして皆さんに期待を

託している衆生の願いなのです。

李　洪　志
二〇〇五年十月八日
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成　熟

　ネット法会に掲載された中国大陸の大法弟子の文章を読んで、そ

れぞれの文章が常人の心から書かれたものではなくなったと感じまし

た。仕事を終わらせるための党の八
はっ こ

股文に見られる、事実から乖離

した偽りの書き方と内容や、恩賞を願い出るための「言わなければ誰

も知らない」人心はもうありません。党文化の思考様式はほぼなくな

りました。もう一つは、これらの文章から修煉の中で成熟したと感じ

ました。　

　大法弟子の修煉形式はほかでもなく、常人の中で修煉し、法を実

証し、衆生を救い済度し、迫害に反対するということです。前人が残

した参考にできる修煉形式のない情況下で、修煉者はすべて自らの

力で道を切り開きました。その上、それぞれ自分自身の道を証悟し

なければならず、手本を作らないという要求があります。自分自身が

歩んだ道はこれからの人の手本にしかなり得ず、代替できるものはな

く、修煉した人だけが得ることになります。押し付けられた邪悪な圧

制の下、参照できるもののない修煉の道のりで、最も現実的な人類

社会という俗世の中で、日増しに堕落した社会気風に人心が急速に

下落する中で、向上に対する大法の厳しい要求の中で、大法弟子は

乗り越えてきました。文章の中で理性的な分析と足りないところを探

す部分や、法を実証し、損失を減らし、ほかの修煉者がみな正念
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正行ができるようにするための内容、迫害された学習者のために考え

たアイデア、もっと多くの世の人を済度するための交流が多く書かれ

ており、見栄えだけの文言、雰囲気を強めるための語句はもうありま

せん。文章は素朴で正確かつ清らかであり、人間の情のない文章は

常人に書けるものではありません。なぜならば、修煉者の内なる境

地は清らかだからです。

　これは大陸の大法弟子がネットで発表した交流のための文章を読

んだ後の感想の一部です。総じて言えば、多くの大法弟子が成熟し、

修煉の形式および修煉者の修煉に対する認識が成熟したと感じまし

た。人心がますます少なくなった理性的な行動は成熟したと感じまし

た。すべての大法弟子がこのようにすることができれば、邪悪が根

絶され、神佛が大いに顕れます。

李　洪　志
二〇〇五年十月二十九日
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イスラエル法会へ

　イスラエルの大法弟子および交流会に参加する大法弟子、こんに

ちは！

　大法弟子の法会は大法弟子が常人社会の中で互いに学び合う環

境なのです。常人社会の現実にいる時間があまりにも長いため、大

法弟子同士が一緒にいる時間はさらに貴重となり、また大法弟子の

法会は大法弟子を精煉する良い機会でもあります。師父は交流会を

通じて皆さんがきっと収穫を得ることができると信じており、法会の

成功を祈っています。三つのことをしっかり行い、正念と正行で修煉

の道をしっかり歩むことを望んでいます。

李　洪　志
二〇〇五年十二月三日
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ペルー大法弟子への返信

ペルーの大法弟子へ

　手紙を受け取りました。皆さんお疲れ様でした。皆さんの情況が、

私には全部分かっています。

　大法弟子の修煉はほかでもなく、常人の中で修煉することであり、

これは歴史上かつてなかったことです。各自の道をしっかり歩むには、

困難があります。困難に立ち向かって乗り越えることは、大法を実証

し、衆生を救い済度し、旧勢力の按排を破り、迫害に反対するため

です。これらのことはこれまでの歴史上の修煉にはなかったことであ

り、大法弟子は開拓者なのです。ですから、修煉の中でしっかり行

うことができる時もあれば、どのように行えばいいのか分からなくな

る時もあります。困難に出会ったとき、皆さんがとりあえず落ち着い

て法を多く学び、正念正行さえできれば、乗り越えられない関はあり

ません。

　実践がすでに証明しましたが、大法弟子の道は正しく歩まれてき

ました。しかも、非常に素晴らしく歩んできました。法を正すことが

進んでいくにつれ、全てはさらに良くなり、大法弟子はさらに成熟す

るようになります。皆さんが直面している困難も法を正すことの進展

および皆さんの成熟と努力につれて解決できると、私は分っています。



73

皆さんがさらに良く行うことを期待しています。なぜならば、大法弟

子は衆生の希望だからです。

李　洪　志
二〇〇五年十二月十七日
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字を修正する原則

二〇〇五年十二月十四日の説明：

一、佛家、道家の修煉を指す時には、大法の修煉を指す時と同じよ

うに「煉」を使ってもよいです。

二、気功、または乱れたでたらめのものを指す時には、すべて「練」

を使います。

三、人間を指す時には「像」を使い、神、佛にも「像」を使います。

物事を指す時、または発音が xiangの第四声の時には、「相」を使

います。動物を指す時は「象」を使います。

二〇〇五年十二月十六日の説明：

物体と図形を指す時にはこの「象」を使います。動物にも「象」を使

います。　

その他は「相」を使います。人、神、佛を指す時には「像」を使います。

二〇〇五年十二月十七日の説明：

指すものによって、「象」と「像」を使い分けますが、「対象」、「対像」
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の使い方は、固定した名詞としません。

一、詞を使うときには、詞の意味を考えて字を選択して使います。

二、字を使うときには、字の意味を考えて字を選択して使います。

三、一節の文章の中でも、その指す意味を考えて字を選択して使い

ます。

四、今まで出版した大法書籍は、第三条に従って行なわなくても結

構です。

李　洪　志
二〇〇五年十二月十八日
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祝　辞

アトランタ法会に参加される大法弟子の皆さん、こんにちは！

　�

　まず、法会の円満な成功を祈ります。皆さんがこの法会でそれぞ

れの収穫があり、今後の道をしっかり歩むことを期待しています。

　大法弟子よ、皆さんは濁世に輝く金の光であり、世の人々の希望

であり、師に手伝う大法徒であり、未来の法王なのです。精進しましょ

う、世の中の覚者たち、現在のすべては、未来の輝きとなります！

李　洪　志
二〇〇五年十二月三十一日
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悪を取り除く

　長い間、中共悪党の下劣なスパイはずっといわゆる「法輪功の情報」

を収集しています。実は大法が伝えだされたのは、人 を々修煉させる

ためです。法を伝えるとき、全てが公開の形で行われており、秘密

はありません。悪党が大法弟子に対して理性のない邪悪な迫害を加

えている中でも、海外では大法弟子が迫害に反対するために行なっ

た全ても公開しています。ひいては、多くのことに関して、すべて文

章にして明慧ネットで公に交流しています。実は邪党が下劣なスパイ

活動を行なっているのは、一つは、理不尽な迫害に対して心細くなっ

ているため、空威張りをしています。もう一つは、中共内部で欺き合

い、偽の情報をねつ造し、ごく少数の人が法輪功への迫害を途中で

止めることができなくなったため、迫害の口実を作っています。しかし、

それらの自分の考えを持っていない人、善悪をわきまえない人、特に

邪党の文化が注ぎ込まれ、全てのことに対して、正常な人にはない

邪党の認識と論理の基準で善悪、良し悪し、すべきかどうかを判断

する人は、悪党に都合よく利用されています。これらの人は完全に悪

党の下劣な道具になっています。同時に、これらの人は大法弟子に

対するこの迫害の中でこの上ない罪悪を犯したので、すでに許されな

くなりました。

　実はこの数年来、私が大法を伝え、衆生を済度する中で、全ての
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社会階層、全ての職業の人が含まれており、人に対して区別をしてい

ません。大法に救い済度される中、衆生は平等であり、中にスパイ

という非常に良くない職業をしている人も含まれています。文学作品

や芸術作品の中でこの職業の人を英雄に仕立てていますが、それは

政治、民族主義、権力にとって必要であり、人間が言っている英雄

です。これらの人は神から見れば、最も下劣で罪のある人、嘘つきで

あり、人類の道徳を破壊する者であり、その人格の表れは卑劣で厚

顔無恥であり、その行為に罪があるのです。地方の一般の刑事事件

の捜査員はこれらの人と区別されています。しかし、忘れてはいけな

いのは、人間が良いと思っていることも悪いと思っていることも、人

類のことは全て神によって按排されています。人間に業力があるので、

業力の輪廻と応報があります。神が行なわせないことは、人類が良

いと思っていても悪いと思っていても、誰も行なうことができません。

神が行なわせることなら、人類の行為はただ応報の現れの一部分に

過ぎません。

　法を伝えるこの数年の間に、確かに一部のこのような職業の人は、

彼らの入ってきた目的が何であっても、大法を認識してから、本当の

大法弟子になりました。このため、私はこのような人にずっと機会を

与えています。なぜならば、これらの人の中に確かに根基の良い人が

おり、生命の輪廻の中で前世はすべてとても良い人であり、また上界

から下りて来た生命もいるため、今生はスパイだからといって、済度

しないわけにはいきません。生命は尊いものであり、生命の過程も

尊いものです。ですから、大法弟子がまだこれらの人から迫害を受
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けているにもかかわらず、私は彼らが目覚めてくることをずっと待って

います。彼らを救うために、私はまだ迫害されている大法弟子に、彼

らに真相を伝えるよう教えています。邪悪な者はこれを聞かないばか

りか、業力もますます大きくなり、すでに救い済度されることができ

なくなるまで業力が大きくなりました。しかも、現在スパイの妨害は

大法弟子を迫害する形勢になっており、これは決して許されないこと

です。大法弟子の修煉に対して、旧勢力が按排したこのような下劣

なスパイを用いることは、決して認めてはいけないことです。修煉と

人類のこれらの最も下劣なスパイとの間に、修煉上の必然的な関係

は何もありません。したがって、私はもうこれらのものを認めません。

人類の未来には、このような専門の機関や多くのこのような下劣な職

業に従事する人も存在しません。

　今から、私と神々は人類のこの職業の前途を全部取り上げます。

1999 年 7月20日以降、中共悪党が作り出した全ての下劣なスパ

イの人生の福を取り上げ、彼らが自ら作った罪悪を償う中で、ごく短

い人生を歩み終わらせるようにします。特にアトランタ事件に参与し、

画策に関わった全ての人は、彼らの人生の福が全部取り上げられま

す。今から、彼らは悪業を償う中で死ぬほどの苦しみを味わい、し

かも非常に早いうちに相次ぎ死んでいき地獄に落ちます。まだ悔い

改めなければ、全ての国内外の中共スパイに同じ結末が待っていま

す。私は全ての衆生を救い済度していますが、未来を欲しがらない

人によって、他の衆生の済度される機会が潰されることは許されませ

ん。
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　私は、まだ大法弟子を迫害しているそれらの人が、法輪功とは何か、

悪党がなぜ大法弟子を迫害しているのかを真に分かることを期待して

います。さらに、あなたたちに良い未来があることを強く望んでいます。

李　洪　志
二〇〇六年二月九日
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至難の関から抜け出す

　一部の弟子は法の勉強を重視せず、大法弟子に対する邪悪な迫

害の中で、厳しい共産党の恐怖と高圧の下、恐れの心があるため、

邪悪に隙に乗じられ、大法と大法弟子に対して、してはいけない悪

事を働き、中共の国家安全部門、総参謀部、公安部門など悪党の

諜報機関のスパイや、学習者内部の情報提供者になってしまいまし

た。また、一部の人は邪悪に妥協したため、多かれ少なかれ、大な

り小なり、修煉者にとって最も恥ずべきことをしてしまいました。しか

し、一つの生命として、内心では大法が素晴らしいと分かっており、

後になっていつも後悔しています。修煉に戻りたいのですが、中共の

スパイに弱みを掴まれているため、悔やんでも悔やみきれません。戻

りたいのですが、利用されたときに握られた弱みで、スパイに脅迫さ

れることを恐れています。さらに、いったん大法弟子に知られてしま

うと、大法弟子に会わせる顔がないことを恐れていて、進退極まって

います。

　実は、この万古の機縁とこの世にやってきた本当の目的を失うこと

は、人に会わせる顔がないという執着より、一層、恐ろしいことです。

修煉はほかでもなく修煉であり、修煉はつまり執着を取り除くことで

あり、人間の良くない行為と、あれこれを恐れる人心を含む、各種

の恐れの心を取り除くことです。もともと執着と恐れの心があるため、
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道を間違えてしまいましたが、戻りたいときに、また恐れの心に縛ら

れ、戻る道が阻まれています。

　恐れの心は、人々に間違ったことをさせることができ、人々に機縁

を失わせることもできます。恐れの心は、人間が神に向かっていくと

きの至難の関です。もともと、恐れの心のせいで、大きな間違いをし

てしまいましたが、改めたいときに、ほかの人に知られることを、ま

た恐れています。修煉は厳粛なことであり、このように恐れ続けてい

けば、いつになったら、恐れの心の束縛から解放されるのでしょう

か？　特に、このすべてを隠しながら、学習者の中で一生懸命、大

法の仕事をしている人は、この執着を放下しなければ、この犯罪行

為と恐れの心を放下しなければ、大法弟子のすべきことをいくら多く

しても、すべては間違いを隠すためにやっているのです。心にわだか

まっているこの罪悪を放下し、戻ってくることができれば、行なった

すべては浄らかなことであり、大法弟子の修煉の中のことです。

　師父として、私は皆さんが修煉の中でした間違いにこだわったこと

はなく、皆さんが行なった良いことと成果だけを見ています。大法弟

子にとって、皆さんも修煉と比類のない邪悪な迫害の中で乗り越え

てきており、修煉の厳しさをよく分かっているので、間違いをした学

習者をきっと理解できます。ですから、もう一度教えますが、この方

面で間違ったことをした学習者は、できれば今から、この汚い重荷

を放下すると公に表明し、大法に戻ってきてください。してしまった

すべての間違いを公開してはじめて、スパイにつきまとわれたり脅迫

されたりすることを振り捨てることができます。公開してはじめて、執
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着と恐れの心を放下することができます。私と大法弟子は、常人のよ

うに修煉の中で間違ったことをした学習者に対処しないのです。私は

当初、人類社会で法を伝え始めたとき、修煉の中でさまざまな状態

が現れることがあるとすでに分かっていました。一人の人間が神に向

かっていく修煉の過程の中で、人間が修煉しているのであり、神が

修煉しているのではないため、修煉の過程で必ず間違いを犯したり、

しっかり乗り越えられない関があったりします。もちろん、大きな間

違いを犯した人もいます。肝心なのは、それを認識したとき、決心し

てそれを取り除くことができるかどうかということです。抜け出す決心

があれば、これこそ修煉であり、これがすなわち修煉なのです。

　私は道を間違えてしまった学習者が、これ以上間違いを重ねない

ことを望んでいます。これは、このような学習者に対する師父の最後

の説法かもしれません。機縁を掴んでください。無量の神々は皆さ

んを見ています。私と大法弟子も、あなたたちが戻ってくることを心

待ちにしています。

李　洪　志
二〇〇六年五月九日
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ウクライナ法会

ウクライナ法会に参加する大法弟子の皆さん、こんにちは！

　まず、法会が成功裏に行われることを祈ります。法を正す時期の

大法弟子の圓満成就は、大法が新しい宇宙の大覚者を造成すること

であり、責任もさらに大きいのです。皆さんの修煉の過程の中で、お

のずと衆生を救い済度し、邪悪と旧い要素の妨害を解体するという

使命が含まれています。自らをしっかり修煉してはじめて、未来のす

べてを成就させることができます。ですから、皆さんの法会が、法

の勉強と向上を促進できる盛大な法会になるよう望んでいます。

　精進しましょう、大法弟子！　修煉の中で人心を取り除くことは苦

しいことですが、道は神聖なのです。

　再度、法会の成功を祈ります。

李　洪　志
二〇〇六年五月二十六日
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シカゴ法会

シカゴ法会に参加する大法弟子の皆さん、こんにちは！　

　まず、法会が円満に成功することを祈ります。

　大法弟子の法会は、互いに向上することができる法会であり、不

足を探し出すことができる法会であり、圓満成就へ向かう道のりで正

念を増強する法会でもあります。成果は法をしっかりと学び、正念が

充実になったことの威徳であり、不足は修煉の中で乗り越えなけれ

ばならない道です。修煉の中で、皆さんは良いことに出会っても、良

くないことに遭っても、すべて良いことです。なぜならば、それらは

皆さんが修煉しているからこそ、現れたことだからです。修煉者は、

常人の心を持って、業力を持って、執着を持って圓満成就すること

はできません。時間とともに金は磨かれますます輝くようになります。

大法弟子は正念正行の中で、神のすべてを成就しており、宇宙の未

来をも切り開いています。

　精進しましょう、大法弟子！

李　洪　志
二〇〇六年六月二十五日
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徹底的に邪悪を解体する

　大法弟子が法を実証し、世の人々を救い済度する正念は、負の作

用を働く生命と大法弟子を迫害する邪悪な生命と要素をすでに完全

に解体しつつあります。現在、数少ない邪悪な卑しい鬼は、旧勢力

によって労働教養所と刑務所などの大法弟子への迫害に参与してい

る悪の巣窟に集められています。そのため、邪悪な迫害は一部の地

区でまだ深刻に存在しています。黒い手、卑しい鬼と旧勢力の大法

弟子に対する迫害を徹底的にきれいに取り除くために、全世界の大

法弟子、特に中国大陸の各地の大法弟子は、これらの邪悪な地区

に向けて集中して強大な正念を発するべきです。大法弟子を迫害す

るすべての邪悪な生命と要素を徹底的に解体し、中国大陸での大法

弟子を迫害する邪悪な形勢をきれいに取り除き、世の人々を救い済

度し、大法弟子の責任を全うし、神に向かいましょう。

李　洪　志
二〇〇六年十月二十四日
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オーストラリア法会へ

オーストラリア法会のすべての大法弟子：

　皆さん、こんにちは！　まず、法会の成功を祈ります。法会は大

法弟子の盛大な会合であり、互いに向上を促し合う良い機会であり、

法をしっかりと勉強したことの証です。

　大法弟子は自分の道をきちんと歩き、三つのことをしっかりと行う

には、法をよく勉強し、法の勉強に真剣に対処しなければなりません。

衆生を救い済度し、法を実証する中でよく行ない、大きな変化を成

し遂げた地区では、そこの皆さんはきっと法をしっかりと勉強してい

ます。個人の向上が速い大法弟子は、必ず法の勉強を重視している

弟子です。法が基礎であり、大法弟子の根本であり、すべての保障

であり、人から神に向かう道であるため、私はオーストラリア法会の

この機会を借りて、全世界のすべての大法弟子に教えます。つまり、

古い学習者であれ、新しい学習者であれ、忙しいからといって、法

の勉強を決しておろそかにしてはいけません。法の勉強は形式的なも

のになってはならず、精神を集中して勉強し、本当に自分が勉強する

ようにしなければなりません。この面の教訓はあまりにも多くありまし

た。皆さんが最後の道をしっかり歩むことを期待しています。未来の

現れはもう遠くはありません。
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李　洪　志
二〇〇六年十一月十八日
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衆生からのご挨拶に感謝

大法弟子、世の人々、衆生の皆さん、こんにちは！

　ご挨拶、ありがとうございます！　皆さんの祝福、ありがとうござ

います！　私の大法弟子が皆、圓満成就できるよう、心から期待し

ています！　世の人々が皆、真相がはっきりと分かり、歴史に定めら

れた人類にとって最大の悪魔、邪党の、中国人及び全世界に対する

毒害、大法弟子に対する迫害をはっきりと認識し、この歴史上、衆

生にとって最大の「劫難」を乗り越えることができるよう、心から期

待しています。衆生が皆、救われることを心から期待しています！

　衆生よ！　皆さんが数千年来期待して待ち望んでいることと心配し

ていることは、すべてやってきました。しかも、今現在起きています。

その中ですべての人々は皆、意識的または無意識に自らの未来を選

択しています。

　皆さんに教えますが、大法弟子は各地域、各民族の衆生が救わ

れる唯一の希望です。彼らが行なっていることを大切にすることは即

ち、自分自身を大切にすることです！

　再度、皆さんからのご挨拶に感謝します！

李　洪　志
二〇〇七年一月一日
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再び政治を論ずる

　法輪功学習者は迫害に反対する中で、法輪功への中共の下劣な

誹謗中傷に対して、常人の形式を利用して真相を伝えることによって、

中共のならず者政権がなぜ法輪功を迫害しているのか、その真実を

全面的に明らかにし、世の人々に法輪功を知ってもらうこともできまし

た。いったん世の人々がみな、真実の情況を分かってきたら、この

迫害はこれ以上続くことができなくなります。迫害の中で、中共のな

らず者が用いた手段及び迫害の残忍さによって、人々は中共の本質

をはっきり認識することができます。ですから、是非を混
こんこう

淆するため

に、中共はまた法輪功学習者が「政治に参与している」という虚言

を作り上げ、思想が中共に操られているのに、自分では分かってい

ると思い込んでいる人を惑わし、迫害を維持しようと企み、迫害のた

めに「理論的根拠」を作っています。実は人類の「政治」は、迫害

する者のために用意されたものではありません。もし「政治」が迫害

を暴露することができ、「政治」が迫害を制止することができ、「政治」

が真相説明に役立つことができ、「政治」が衆生を救い済度すること

ができれば、このいわゆる「政治」にこれほどの利点があれば、な

ぜ喜んで参与しないのでしょうか？　肝心なのは、修煉者の出発点

は迫害を制止することであり、人間の政権のために「政治」に参与す

るのではないということです。修煉者は人間の権力に対して如何なる
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欲求もなく、逆に修煉者は人間の権力に執着する欲望を放棄してい

るのです。ですから、真相を伝える中、またこのような理性のはっき

りしない話を口にし、迫害と「政治」のどちらを非難すべきなのかを

分かっていない人がいれば、私が先ほど話したことを聞かせればよ

いのです。　

　大法弟子は真相を伝える中で、人を救うことがどれほど難しいの

かを既に深く分かっています。しかも、大法弟子は自身が迫害され

ている中で人を救っています。中共邪党が世の人々に注ぎ込んだ、

特に中国人を毒害した党文化、及び迫害の中で作り上げた法輪功に

対する虚言によって、ひたすら中共に付和し、特に迫害のことをはっ

きりと分かっていながらも、利益のために中共に良心を売ってしまっ

た人は、人類の次の段階を更に悲惨な境地に引きずり込んだのです。

同時に、これは大法弟子が人を救うことが難しくなったことの原因で

もあります。大法弟子はこの歴史の肝心な時期に衆生を救い済度す

る責任がある以上、できるだけのことを行なってください。どうしても

救うことができなければ、これも人間自身の選択です。もし、各国

のメディアが中共からの利益によって口を封じられたとき、大法弟子

が自分でメディアを作り、迫害に反対し世の人々を救い済度すること

が「政治」に参与することになるのであれば、正々堂 と々この「政治」

を利用して、迫害を暴露し、衆生を救い済度しましょう！

李　洪　志
二〇〇七年二月二十一日
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三界内の法を正すことを妨害することに
参与したすべての乱神を全面的に解体せよ

　長い間、旧勢力および三界内の負の作用を働くすべての乱神は、

ずっと非常に悪い作用をしています。大法弟子が法を得る初期、法

を正すことと、大法弟子、衆生が法を得て修煉することを厳重に妨

害していました。一九九九年前後、また多かれ少なかれ大法弟子に

対する迫害に参与し、邪悪な形勢の恐怖を加勢し、邪悪を助長して

悪事を働き、法を正すことを厳重に妨害しました。特に大法弟子が

迫害されている中で真相を伝え、世人と衆生を救い済度する肝心な

時期に、それらはまた、世人と衆生が救われるのを阻むことに参与

し、これは直接、世人と衆生を迫害しているのです。その中に人類

のいくつかの主要な宗教を管理しているそれらのいわゆる神のことで

すが、私が法を伝える初期に、世の人々が大法弟子になれるかどう

かを平等に対処するために、それらに三界から離れるよう伝えたこと

があります。一部は離れました。しかし、一部は宗教の中の人々が

法を正す時期の大法弟子のことに参与しないことを口実に、離れてお

らず、さらに各宗教の中の人々に大法と接触させないようにしていま

す。これはすでに、法を伝える中で「全面的に開放して、人心のみ

を見る」という伝法の宗
しゅうし

旨に違反し、法を正す中で変化した実情に
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適応すべきことに違反しました。現在、それらはまた、宗教を信じる

人々が真相を知ることを極力阻んでおり、これによって宗教の中の数

十億の人々がこの千万年も待っていた機会を失ってしまい、衆生が

淘汰されるという危険な境地に追い込み、ひいては直接法を正すこ

とを妨害しています。ですから大法弟子は、世の人々が救われ済度

されるために、衆生が救われ、真相を知ることを阻む旧勢力及び三

界内のすべての乱神を全面的に解体することを、すでに行なわなけ

ればならないことになっています。それらは、どのような外形で存在

しているにせよ、有形か無形かにせよ、どの次元であれ、誰の姿か

たちをしているにせよ、全面的に解体し、きれいに取り除かなければ

なりません。きれいに取り除かれる中、法を正すことと大法弟子また

は衆生に対して罪を犯したものは、もちろんすべて償わなければなり

ません。特にそれらの宗教を管理し、法を正すことと大法弟子が衆

生を救い済度することを敵視している乱神は、みな全面的に解体さ

れなければなりません。宗教の中の人々に対して、特別に真相を伝え

る行動を起こさないでください。団体を対象とせず、人心のみを見る

のであり、人間自身の選択を見るのです。大法弟子は着実に三つの

ことをしっかり行ない、人心の動揺がないようにしてください。大法

弟子が神の正念で最後の道をしっかり歩むことを期待しています。

李　洪　志
二〇〇七年二月二十八日
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小説『蒼宇劫』について

　この部分の話は私が言ったことではありませんが、私が言ったこと

だと皆さんに思われたようです。当時、私が離れていたとき、確かに

一部の人は皆さんのために焦っており、何らかのことをしました。実は、

あの時期には、大法弟子ができるかどうかを見ていましたが、各種

の状況が現れました。その間、本当に各種の人心の表れと正念の強

い学習者の表れを目にしたのです。事はすでに過ぎましたので、私

は大法弟子が最後のとき、できるかどうかだけを見ます。

　ただ、小説は所詮、小説であり、大法弟子が大法を実証し、衆生

を救い済度するとき利用している各種の形式の中の一つです。その

中に大法弟子が修煉して体得したものがありますが、それを歴史と

見なしてはいけません。法を正す過程は私が言わなければ、神もそ

のわずかしか知らないのです。

　皆さんに教えたいのは、皆さんは様々な困難を乗り越えてきたの

で、くれぐれも心が浮き草のように、風が吹くと動いてしまうようになっ

てはいけません。

李　洪　志
二〇〇七年五月十日
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注： 以下はこの小説の中の一節であり、経文の中で言われた「この部分の話」は

『』の部分を指しています。

　『私が誰なのかを聞く必要はなく、大法弟子なら私のことを知っているはずで

す。宇宙の大法がこの世で破壊されることを決して許してはならず、直ちに表に出

て大法を守り、すぐ北京に行き、省政府に行きましょう。まだ表に出てこない人

は私の弟子ではなくなります。』　
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カナダ法会へ

カナダ法会に参加する大法弟子、こんにちは！

　法を正す情勢は迅速に進んでおり、大法弟子が大法を実証し、

衆生を救い済度する時の正念も、良くない作用をする全ての乱神と卑

しい鬼を大量に解体しており、それによって世間の情勢に根本的な

変化をもたらしました。しかし、大
たいせい

勢がすでに決まったのを見て、邪

悪の要素と邪党、邪霊も最後のあがきをしています。そのため、大

法弟子はさらによく真相を伝え、世の人 と々衆生を救うことをしっかり

行うべきです。最後になればなるほど、緩めてはならず、最後になれ

ばなるほど、法をさらによく勉強し、正念を充分に持たなければなり

ません。

　法会を共に向上する盛会にしましょう！　法会が成功裏に行われ

ることを祈ります！

李　洪　志
二〇〇七年五月十九日
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米国中部地区ミネソタ州法会へ

米国中部地区ミネソタ州法会に参加する大法弟子の皆さん、こんに

ちは！

　まず、大会が円満に行われることを祈ります。大法弟子の修煉は、

個人の圓満成就のためだけではありません。大法弟子として三つのこ

とをしっかり行い、衆生を救い済度することは大法弟子が必ず行わ

なければならないことです。法会を通じて、修煉と衆生を救い済度

することの経験を総括し、しっかり交流を行い、大法弟子が行うべ

きことをさらによく行う、これは大法弟子の願いでもあります。法会

を通じて皆さんにそれぞれ収穫があることを期待しています。

李　洪　志
二〇〇七年九月二十二日
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ヨーロッパ法会へ

ヨーロッパ法会に参加する大法弟子の皆さん、こんにちは！

　大法弟子の修煉は個人の圓満成就のためだけではなく、衆生を救

い済度することは大法弟子の責任であり、大法弟子という称号を持

つ修煉者が必ず成し遂げなければならないことです。法会を通じて

経験を総括し、大法弟子の誓いと責任をよりよく全うし、さらによく

行うことを期待します。

　最後に、法会が円満に行われることを祈ります。

李　洪　志
二〇〇七年九月二十三日
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フランス法会へ

フランス法会に参加する大法弟子の皆さん、こんにちは！

　大法弟子が現在行なっている全ては、いずれも真相をはっきりと

伝え、世人を救い済度するためです。法会は法の勉強と修煉の体験、

および現在の真相を伝え世人を救い済度することを総括するための

交流会でもあります。同時に、足りないところを見つけ出し、今後さ

らに良く行うようにするためです。ですから、法会は必ず作用を果た

さなければなりません。

　この機会を借りて、各地の佛学会は役割を果たし、しっかりと責

任を持ち、各地区の協調をしっかり行なってほしいと思います。いい

加減にしてはならず、難しいからといって退くことはなおさらしてはな

らず、また異なる意見を持つ学習者を見捨ててもいけません。なぜ

ならば、彼らはすべて、私の弟子だからです。

　現在、各地区にまだ、集団活動の時の協調の問題があります。例

えば、問題を話し合うとき、必要以上に自分を強調し、議論を長引

かせる学習者がいます。このようにすると、大法弟子が衆生を救い

済度し、法を実証することに影響してしまいます。強すぎる常人の心

は邪悪に隙に乗じられやすく、かき乱され、事をうやむやのうちに終

わらせてしまいます。このようなとき、佛学会の統一した按排に従う
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べきです。個人がどのように考えていても、心を放下して協力すべき

です。全ての大法弟子が真相を伝えることこそ重要であると認識して

ほしいと思います。

　最後に、法会が円満に成功して、大法弟子の正念がますます強く

なることを願っています。

李　洪　志
二〇〇七年十一月二十一日
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挨　拶

オーストラリア法会に参加する大法弟子：

　皆さん、こんにちは！

　オーストラリアの大法弟子は法を実証し、真相をはっきりと伝え、

衆生を救い済度する中、ますます良く行うようになりました。今回の

法会を通じて、良い経験をまとめ、不足を見つけ、これからの限られ

た時間の中でさらに良く行うよう、期待しています。

　法会が円満に行われることを祈ります！

李　洪　志
二〇〇七年十二月十五日
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挨　拶

全世界の大法弟子：皆さんこんにちは！

中国大陸の大法弟子の皆さん：新年おめでとうございます！

　法を正すことは必ず成功し、大法弟子は必ず圓満成就します。天

が変わろうとすれば、誰がそれを止められるでしょうか！　宇宙で法

が正され、乾坤が再び造られ、全ては大詰めを迎えています。大穹

が組み直されることは、凄まじい勢いで進んでおり、天上と地下の幾

らかの卑しいものはこれを阻むことができるのでしょうか？　大法弟

子の威徳は全宇宙を光り輝かせています。神と人間が待っているこ

と、心配していることは全てやってきました。皆さんの衆生を救い済

度し、皆さんの先史の洪大な願いを完成させ、自分たちの誓約を果

たしましょう！

　再度、皆さんに新年の挨拶を申し上げます。

李　洪　志
二〇〇八年二月六日
丁亥年十二月三十日

　



103

評　注

　いつも、幾人かの真面目に修煉しない人、事を掻き乱す人がおり、

学習者を妨害しています。あなたが誰であれ、着実に修め、全力を

尽くして真相を伝え、皆さんにその姿を示してください。なぜ、いつ

も自分の事ばかり強調するのでしょうか。�それは修煉なのでしょう

か？　それはほかでもなく、学習者の中で妨害を働いているのです。

李　洪　志
二〇〇八年二月二十日

　上記は、明慧ネットに 2008 年 2 月 21日に掲載された「法をしっかり勉強し、

妨害を振り切る」という文章に対する評注です。
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沙を淘
よな

げる

　法を正すことは最終段階になり、宇宙の中のそれらの妨害の要素

も学習者の中から精進できない人を引っ張りだそうとしています。例

えば、一、理智がはっきりしていない人、二、行為が常軌を逸してい

る人、三、執着心が取り除かれず、ますます膨張し、これによって

強烈に外に向けて探し、外に向けて求め、理性を失ってしまった人

などです。それらの妨害の手口は、これらの人に理性を失った執着

の中で狂わせ、学習者を損ない、法を正すことを損なう悪事を行わ

せることによって、これらの人がやり直すことも非常に難しくなってい

ます。なぜならば、ひとたび学習者に巨大な損害をもたらし、それゆ

えに一部の学習者が落ちてしまい、甚だしい場合、淘汰される対象

となってしまえば、この巨大な罪業をどのように償うのでしょうか？　

しかも、彼（彼女）によって台無しにされたのが大法の学習者である

ため、これは法を正す中で迫害の作用を働くものと何の違いがある

のでしょうか？　これは邪悪なものと同罪です。

　現在、スパイたちが学習者の名義で作った邪悪なウェブサイトはこ

のようなことをしています。甚だしいことに、美歌の名前を持ち出して

人を騙しています。美歌は私のそばにいるのに、そんなことはあり得

るのでしょうか？　現在、台湾の学習者に対して、比較的大きな妨

害をもたらしています。しかも、一部の理智を失った人は学習者の中
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で、邪悪を手伝ってこのウェブサイトを広めています。このように行な

えば、即ちあなたは邪悪側に立つことになり、学習者への迫害に参

与し、学習者を台無しにしています。あなたがそれを広めたことが原

因で学習者が台無しにされれば、これはあなたの償いきれない巨大

な罪業となります。あなたをどうすればよいのですか？

　いずれにせよ、法を正すことはまだ進んでいます。このスパイのウェ

ブサイトを広めたことがあるすべての人は、できるだけ早く自分がもた

らした損失を挽回し、あなたが広めたことにより、このスパイのウェ

ブサイトの被害者になった人を呼び戻すように私は提案します。一人

でも漏らせば、あなたはその人とともに淘汰されてしまいます。一人

の生命が何を行なったにせよ、それに対して責任を負わなければなり

ません。これは宇宙の理です。師父は慈悲深いのであって、大法弟

子は皆、人々を救っていますが、法を正すことは厳粛なことです。そ

れらの一時的に愚かになり、悪人を助長して悪事をしてしまった人が

自重するよう、希望しています。

李　洪　志
二〇〇八年二月二十六日
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説　明

　大法弟子は目下、三つのことをしっかり行うのみです。人権は常人

が求めている願望であり、修煉者は世間を出ることを目的としており、

大法弟子への迫害に反対することは表面上の形式であり、実質上は

人を救い、衆生を救っているのです。「人権聖火」の活動は、迫害

に反対する内容を含んでおり、人々に邪党を認識させる作用がありま

すが、真相を伝え、人々を救うことの代わりにはなりません。「人権

聖火」は常人が主となり、邪党の中国人に対する迫害を暴露し、阻

止するために発足した活動であり、大法弟子をリレーの対象にしない

でください。中国大陸の大法弟子は真相を伝える事をなおざりにして、

この活動に大量に参与しないでください。

李　洪　志
二〇〇八年四月十四日
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再度、ヨーロッパ法会の円満な成功を祝う

ヨーロッパ法会に参加する大法弟子：

　皆さん、こんにちは！　皆さんが法会で大きな収穫を得て、向上

でき、真相を伝え、衆生を救い済度する中で不足を探し出し、今後

さらに良く行うことを願っています。また、長い間あまり精進していな

い学習者が差を探し出し、表に出て、自分の歴史的使命を果たすこ

とを願っています。時間は人を待ちません！

　再度、皆さんにお祝いの言葉を送ります。

李　洪　志
二〇〇八年十一月十六日
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評　注

　共産邪党の滅亡は神が定めたことであり、これらのことを相手にし

ないでください。衆生を救い済度することは大法弟子が背負っている

歴史的使命です。

李　洪　志
二〇〇八年十二月二十四日

　上記は、明慧ネットに 2008 年 12 月 23 日に掲載された明慧編集部の文章「〇八

憲章について」に対する評注です。
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祝　辞

カナダ法会に参加する大法弟子、皆さんこんにちは！

　確固として最後の道をしっかり歩み、法をよく学び、自らをしっか

り修めていれば、正念はおのずと強くなり、大法弟子が行うべき事

を必ず良く行うことができます。邪悪がおしまいになり、環境が変わ

りましたが、なおさら自分の修煉を緩めてはならず、衆生を救い済度

するという神聖なる使命の中で、皆さんの威徳と光り輝きを作り上げ

てください！

李　洪　志
二〇〇九年五月十七日
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すぐに目覚めよ

　修煉はほかでもなく、人心を取り除き、人間の執着を取り除くこと

です。一部の学習者は法を実証する過程で人心を持って事を行なっ

ており、それによって自分の歓喜心を満たしています。しかし、採用

されなかったり、不足を指摘されたりすると、恨む心が生じ、間違っ

たことを行うことも辞さず、事を乱さなければ鬱憤を晴らせないほど

の気持ちになり、私が要求している、大法弟子が互いに協力し合っ

て法を実証し、衆生を救い済度するということに逆行しています。こ

の人心の執着によって、自らの行為またはある事において、自分が反

対の立場に立ってしまい、これでもまだ大法学習者の行為ですか？　

これはまさに邪悪の行いたいことを行なっているのではありません

か？　もしあなたが行なった良くないことによって、衆生、法を深く

勉強していない学習者が救い済度されなくなり、またはその機縁を

失ってしまえば、将来大法弟子が大圓満するとき、あなたは責任を

負わず、その結果に責任を持たなくていいのですか？　それなら圓

満成就することができるのでしょうか？　圓満成就するためでなけれ

ば、何のために修煉しているのですか？　私はいつも言っていますが、

宇宙の中に、ある理があり、つまりいかなる生命も、誰が何を行なっ

てもそれに対して責任を持たなければならず、損失をもたらした人は

償わなければなりません。特に法を正す期間中はなおさらそうです。
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私はいつも考えていますが、今になってもまだ理智のない学習者は

どうなるのですか？　多くの業力は私が消してあげることができます

が、自分で責任を持たなければならないことは自分でそれと向き合う

しかなく、それはほかの人や師父が代わりにしてあげられることでは

ありません。取り除かなければならない心、乗り越えなければならな

い関は、必ず皆さん自身で乗り越えなければなりません。

　大法弟子が運営しているウェブサイトの清心論壇はいつも卑しい鬼

のスパイに隙に乗じられ、一部の執着心のある学習者が中に入り混

じって、彼らの活動場所になってしまいました。もう正しい作用を果

たすことができなくなったこの論壇は閉鎖されたあと、一部の学習者

はまたほかのウェブサイトで活動場所を探しており、あなたたちは本

当にこの活動にこれほど執着しているのですか？　人心により鬼を招

いてきてしまうことを、皆さんは本当に分かっていないのですか？　

「唐奇」という名の卑しい鬼のスパイは、皆さんの人心を気に入って、

その隙に付け入り、ウェブサイトでこれほどはびこることができたので

はありませんか？　これほどはびこることができたのは、正念の足り

ない学習者が彼に活動場所を与えたのではありませんか？　さらに、

彼を「二番目の師父」と見なしている人もおり、このような人はまだ

私の弟子なのですか？　私の子どもはずっと私のそばにおり、「唐奇」

という名の卑しい鬼のスパイが作り上げた虚言を、なんと理性を失う

ほど信じて同調する人もおり、ほかの大法弟子に指摘されてもまった

く聞く耳を持ちません。はなはだしいことに、卑しい鬼のスパイの邪

説と虚言を一生懸命に広める人がおり、それによって一部の法を深く
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勉強していない学習者と新しい学習者は誤った道に導かれました。も

し、このことによりこれらの人が誤った道に走ってしまい、救い済度

される機縁を失い、将来淘汰される身になってしまえば、あなたは

どのように償うのですか？　これだけではなく、法を乱すことだけで、

その責任はとてつもなく重いのです。師父は皆さんを脅かすことをし

ませんが、これらの意気地のない学習者を棒喝しましょう。修煉は

ほかでもなく、人心を取り除くことであり、どうしてかえって人心のた

めの活動場所を探しているのですか？　どうして修煉の中で執着して

止まないのですか？

　師が法を正すことを手伝うのは皆さんの願いであり、正念をもって

はじめてやり遂げられることです。大法弟子が法を実証し、衆生を救

い済度する中で、主流は非常に素晴らしいのであって、歴史上のい

かなる修煉と宗教の形式も比べ物にはなりません。それは皆さんの

誉れであり、師父の誉れでもあります。私は心から皆さんの将来の大

圓満を嬉しく思っています。最後の道をしっかり歩むことは、必ずこ

のようにしなければならないことであり、師父の願いでもあります。

李　洪　志
二〇〇九年八月四日
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きれいにする

　これらの問題に対して、私はずっと何も言いませんでした。理由は

二つあります。一つ目は、学習者に自分で修煉して成熟してほしいの

です。成熟するまで修煉する過程でこれらの問題に気づき、自分で

乗り越えてほしいと思っているからです。二つ目は、それらの組織者

がどこまで逸脱するのかを見ます。人心を徹底的に表したときになっ

てはじめて、私は指摘するのです。今、皆さんが問題に気づいたので、

それについてお話します。

　一部の学習者が行なった活動とプロジェクトは、目的は人を救い、

師が法を正すことを手伝うためでしたが、行なっているうちにいつも

学習者が参加しており、内部の活動になってしまいました。このまま

ではいけません。一つは人を救うことができません。もう一つは学習

者の修煉と衆生を救い済度することを妨害しました。少なくとも大量

の人的資源を使ってしまいました。大法弟子は師が法を正すことを手

伝っているので、この人的資源はあなたたちにこのように使われては

いけません。もう一つは、学習者が開設した一部のウェブサイトが衆

生を救い済度することに作用を果たすことができれば、それを健全に

続けてください。でなければ、妨害の作用を果たさないでください。

特に大量の新しい学習者、法を深く勉強していない学習者と人心の

強い学習者が誘われ、参加しているウェブサイトは、全部閉鎖する
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よう提案します。常人のウェブサイト、または大法のために何かを行

なっている活動、あるいは学習者と自称してインターネットで活動する

ことは、いずれも大法弟子が法を実証することと無関係のことです。

特に政治活動ですが、大法弟子はこれから、参加しないでください。

中共邪党を打倒することは修煉の目的ではなく、大法弟子が修煉し

て圓満成就することこそ、修煉の最終目的です。迫害を暴露するの

は世の人々に邪悪をはっきりと認識してもらうためであり、それによっ

て救われ済度されるのです。中共邪党を解体するのは天が定めたこ

とで、歴史の必然であり、大法弟子がただそのために行なうのに値

しません。学習者の中で、大法に近づいた初期に常人の幾らかのた

わごとを聞いて信じてしまった人がおり、それは神が彼の心を試して

いるとは知らず、かえって大法弟子の修煉に対して疑問をずっと抱い

ています。何年も経ちましたが、まだ人心で大法を見るという執着と、

政府と未来の権益に対する執着を放下していません。もう長い間あ

なたたちを待っていました。あなたたちの汚れた人心で大法のことを

行なわないでください。大法弟子の修煉は厳粛なことです。自分が

いくら分かっていると思っていても、実はいずれも当初の求める心が

あなたたちの心と智慧を迷わせたのです。今日まで歩んできましたが、

ずっと神々にあざ笑われています。大法に近づいていますが入ってく

ることができず、なんと悲しいことでしょう。

　もう一つの問題についてお話します。人心は安定しないものであり、

常人に正念があるとは思わないでください。一部の常人は大法の法

理を認めていますが、法にのっとって着実に修煉していません。マス
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コミで大法弟子のために声を上げ、迫害に反対したことがあるため、

一部の学習者はその人が素晴らしいと思ってしまい、場合によっては

大法弟子と同じように対処し、内と外の区別がつかなくなっています。

さらに頭のはっきりしない人は、その人が言ったことを法として扱っ

ています。人心が多くの人におだてられて得意となって、自分が誰な

のかが分からなくなり、それによってどんな人心も生じ、何でも口に

してしまい、何でも行なってしまい、甚だしい場合、大法弟子の正

常な修煉と法を実証することまで妨害してしまいました。実はこの現

象は全部常人のせいにしてはいけません。一部の学習者は正念が足

りず、理性がなく、法にのっとって仕事をしていないため、これらの

大法を同情する常人を悪くしたのです。衆生を普く済度するので、ど

のような考えを持っている人も済度し、それによって学習者の中から

様々な人心が表れてくることがあります。これらのことは私が法を伝

える前にすでに知っていました。肝心なのは皆さんは法を多く勉強す

べきです。法を多く勉強すればおのずと正念が生じ、法を実証する

中で自然に法にのっとって仕事を進めるようになり、それによって道

を正しく歩むことができるのです。師父は皆さんがいつも間違った道

を歩んでほしくはありませんが、さらに皆さんが迫害されることも遭っ

てほしくないのです。多くの場合、皆さんが嘗めた苦は本当に人心に

よってもたらされたものです。人心が強いのにまだ悟ろうとせず、旧

勢力は邪悪を利用して皆さんを強制労働収容所に入れてしまい、迫

害するのです。

　学習者の文章を読んだので、少しお話をし、皆さんのためにきれ
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いにします。今後の道をしっかり歩むには、やはり皆さん自身にかかっ

ています。皆さんがみな成熟するようになったら、次の段階が始まり

ます。

李　洪　志
二〇〇九年八月六日

　上記は、明慧ネットに 2009 年 8 月 6 日に掲載された学習者の文章「放任しな

いように、鬼を招かないように―正念をもって時間を大切にして人を救おう」に

対する評注です。 　
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米国中部法会へ

　法をしっかり勉強し、真相を伝えることをきちんと行い、衆生を救

い済度することは何よりも重要なことです。正念が十分であれば、大

法弟子として行うべきことをしっかり行うことができます。

　米国中部法会が円満に開催されることを祈ります！

李　洪　志
二〇〇九年九月二十七日
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ブラジル法会へ

ブラジル法会に参加するすべての大法弟子：皆さん、こんにちは！

　大法弟子は各民族が救われる希望です。衆生を救い済度すること

をしっかり行いたいのであれば、まず自らをしっかり修めるべきです。

法を多く学んではじめて正念が強くなり、しっかりと法を学んではじ

めて大法弟子の歴史の使命を全うすることができるのです。

　法会の成功を祈ります！

　皆さんが共に向上することを期待しています！

師：�李　洪　志
二〇〇九年十月
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評　注

　大法弟子は人心で事を行わないでください。法は誰にも乱すことが

できず、妨害の作用を働いた行動は自分の修煉の中の汚点になるし

かありません。修煉している人の、長期の間に乗り越えられなかった

関と修煉後にした悪い事はいずれも、最後に向かうときの大きな難関

になりますが、将来、皆さんはどうするのでしょうか？

李　洪　志
二〇〇九年十一月十三日

　上記は、明慧ネットに 2009 年 11 月14 日に掲載された、米国の大法弟子の文

章「大法の経文は原文と師父の声がある録音でなければならず、決してほかの録

音を使ってはならない―いかなる理由でも法を乱してはならず、己を誤まらせ人

に害を与える」に対する評注です。
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ヨーロッパ法会へ

ヨーロッパ法会に参加する大法弟子：皆さん、こんにちは！

　まず、ヨーロッパ法会が円満に開催されることを祈ります。同時に、

意気地のない学習者に対してお話します。

　大法弟子には責任があるもので、何があってもこの世に来たとき

の誓願を果たさなければならず、あなたは当初、神の命と引き換え

に、今日この宇宙での最も偉大な生命である大法弟子になれたので

す。一部の学習者は修煉において、いつも外に向けて探し、外に向

けて求め、外に向けて見ており、誰それが自分に優しくなかったとか、

誰それの言ったことが気に障ったとか、誰それが非常に常人的だと

か、誰それがいつも自分とトラブルを起こしているとか、自分の意見

がいつも採用されないとか、それを理由に大法弟子が法を実証する

ことをまったくしなくなり、ひいては怒った勢いで修煉をやめてしまい

ました。あなたは本当に誰のために修煉しているのか分からないの

ですか？　この気に障ることがあなたの修煉のためのもので、あなた

の人心を取り除いており、あなたの執着を取り除いているのだと本当

に分からないのですか？　あなたが修煉を始めたその日から人生の

道が修煉の道に変わったのではありませんか？　あなたが遭遇した

すべては偶然ではないのではありませんか？　あなたは神の道を歩ん
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でいるのではありませんか？　本当に聞こえの良いことばかり言われ

て、大法弟子が皆あなたを喜ばせることを言ってくれてはじめて、修

煉したいと思い、向上できると思っているのですか？　怒った勢いで

法を勉強しなくなった人、煉功をやめた人は誰と意地になって争って

いるのですか？　神ですか？　師父ですか？　それともあなた自身

ですか？　一時的に乗り越えられないのは理解できますが、長い間

乗り越えられなかったのは厳重に誓約に違反し、法を正す中で分担

すべき部分を行わなかったことになり、全体の進展に影響してしまい

ます。これは神から見て最も厳重なことです。大法弟子を迫害してい

る邪悪生命は旧勢力に按排されており、制御されているのであって、

表面ではそれらがいくらわめきたてて、悪事を働いても、それはこの

ようにするようにと指図されたのです。学習者自身がしっかり行なっ

ていなければ、旧勢力だけでなく、宇宙のすべての神も許しません。

時間はあなたにとっても、宇宙の無量の衆生にとっても差し迫ってお

り、師父の話は厳しいようですが、長い間愚かになっている学習者

は本当にこれからどうするのかを真剣に考えなければなりません。厳

しい言葉で目覚められればと思いますが、それはあなたのためであり、

師父である私のためでも、あなたの機嫌を損なった学習者のためで

もありません。精進しましょう！　それはあなたの誓約、あなたの責

任、あなた自身が圓満成就に向かっていく道なのです！

　最後に、法会に参加する大法弟子にとって実り多い法会になること

を祈ります！
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李　洪　志
二〇〇九年十一月二十二日
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インド第一回法会へ

インド第一回法会に参加する大法弟子：皆さん、こんにちは！

　インドの大法弟子がほかの民族の大法弟子と同じように、法をしっ

かり学び、法を多く学び、法をいつも学び、本当の大法修煉者になり、

大法を広め、衆生を救い済度する責任を負うよう、望んでいます。

　法会が円満に開催されることを祈ります！

李　洪　志
二〇〇九年十二月二十六日
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評　注

　私は決して大法弟子にこのようなことを教えたりはしません。これ

は自らの心から魔が生じたために引き起こされたことです。

李　洪　志
二〇一〇年九月八日

　上記は、明慧ネットに 2010 年 9 月 9 日に掲載された、台湾の大法弟子の文章

「跪いて師父の写真の前で占いをすれば指示を仰いだことになるのか？」に対する

評注です。
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師が法を正すことを手伝うとは何か

　長い間、一部の学習者に、大法弟子が行うべき三つのことに関し

てある肝心な問題が存在しています。つまり、どのように師に手伝う

かの問題です。たとえば、師父が何かを話すと、または師父が皆さ

んに行なってほしいと決めたことについて、一部の学習者はいつも人

心をもって師父を量っており、このことを師父はこのように行うべきだ

とか、このことをあのように行なったらいいなどと考えたりしますが、

師父が言った事をどのように圓容させ、具体策を考えるかのことに心

を用いているのではありません。さらには、師父の考え方を変えたい

学習者もいれば、学習者の中で自分の考え方が良いと言いふらして

いる学習者もいます。また、人心から師父の決めたことを理解できな

い学習者がおり、消極的に対処しています。場合によっては、師父

の家族にほかのやり方を取るための根拠を求める学習者さえいます。

実は、師父が何かを行おうとする場合、それは無量の天体で法を正

すことにとって必要だからです。人類という次元は低いとはいえ、高

次元生命の低次元での反映と低次元の状態の現れであり、ここは法

を正すことの中心点でもあり、すべての焦点なのです。あなたの考え

がいくら素晴らしく見えても、この次元、この箇所、このことにおい

て比べているだけであって、師父が行おうとすることが巨大な天体の

数え切れないほどの次元でどういう作用を果たすのかがあなたに分か
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るのでしょうか？　学習者として、師が法を正すことを手伝いたいな

ら、師父が必要とすることに圓容するしかなく、これこそあなたが行

うべきことであり、なぜ師父をあなたに手伝わせようとしているので

しょうか？　なぜ法を正す中で大法をもってあなたの人間の考え方

を圓容させようとしているのでしょうか？

　この迫害を前に、大法弟子の中に、落ちてしまった人、ついて来

れなかった人がたくさんいます。いずれも師父が行おうとすることを

理解できず、人心で師父を量っているからです。たとえば、多くの人

はなぜほかの宗教のようにこの迫害に対処してはいけないのかと考え

るなど、いろいろな人心を持っています。歴史において、宗教の根本

的な目的は人類の文化の基礎を築くためであり、人類が本当に待っ

ているのは大法です。大法の要求こそ、修煉者の本当の行動様式と

現れなのです。もちろん、ついて来れなかったことにはほかにも多く

の原因がありますが、実はいずれも大法を真に認識できていないか

らであり、当然正念が足りなくなり、迫害される中で動揺してしまい

ました。

　また、一部の人は修煉の中で常人だったときに染まったコネ作りや

裏口工作などの悪習を取り除くことができません。たとえば、師父に

自身の常人としての考え方を伝えることができないとき、師父の家族

に訴え、そして学習者の中で師父の家族が言ったことを話すのです。

皆さん考えてみてください。師父は法を正し衆生を救い済度するため

にこの世に来たのであって、家族は師父の代わりでありえるのでしょ

うか？　師父の家族は皆さんと同様に、皆修煉者であり、しっかり
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修めることができなければ、誰も成就することができません。師父は

この世に来て、生々世々に多くの親、妻子、兄弟姉妹を持っていま

すが、誰が師父の代わりになれるのでしょうか？　師父がこの世に

来て、皆さんと同じように、師父の弟子になる人、師父のこの世での

親になる人、兄弟姉妹になる人、妻子になる人がおり、師父が法を

正すことを手伝うという大きな仕事を成し遂げる過程で、各自行うべ

き具体的な仕事を行なっているだけです。彼らも自らを修めており、

法理に対する理解が不十分という問題もあります。皆さんは彼らに何

かを言わせてそれを法として用いており、これは法を乱しているので

はありませんか？　それによって師父の家族も大法に対して罪を犯す

ことになります。一人の大法弟子として、皆さんが分かっていなけれ

ばならないことは法を正しているのは師父だけであり、師父がいなく

なったとしても、法にのっとって行動すべきです。師父のどの家族の

言うことにも従うべきではありません。これこそ大法弟子であり、師

父の弟子であり、師が法を正すことを手伝っているのです。

　長い間、一部の人はまだ邪悪なウェブサイトに追随しています。彼

らはすでに大法から遠く離れてしまい、邪悪なウェブサイトのために

偽の情報を広め、ひいては師父の家族のイメージを破壊している人さ

えいます。しかも、師父は大法弟子が開催する法会でかつて、邪悪

なウェブサイトを聞かず、信じず、見ないようにと皆さんに話したにも

かかわらず、どうしても聞かない人がおり、邪悪に深くはまっている

様子で、今になっても理智がはっきりしない人がいます。間違った道

を歩んだら、もう一回やり直すことができますが、間違いを犯したとき、
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邪悪なウェブサイトを宣伝したため、一部の人を駄目にしてしまったら、

どうしますか？　どの人の後ろにも救われることを待っている無量の

衆生がいます。あなたのせいで、彼らは永遠に救われることができな

くなり、どうしますか？　結果がどれほど厳しいのか、あなたに分かっ

ていますか？　師父が言っても受け入れない人は師父が法を正すこと

を手伝う大法弟子と言えるのでしょうか？

　「師が法を正すことを手伝う」とは大言壮語でも、空論でもありま

せん。実は私はいくつかの問題を話しただけで、法を信じていない

事例はまだたくさんあります。大法弟子として、千万年待ち望んでい

ることとは……。学習者としてあなたがこの世に来た唯一の真の願い

とは……。師父として、法を正す中であなたと衆生を救い済度するこ

とができるかどうかに関して、成否は今回の劫難にかかっています。

李　洪　志
二〇一一年六月十日
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心より魔が生ずることに注意を

　明慧ネットからの原稿は合間を縫って前半を読みました。文章はそ

こそこ上手に書かれています。認識に限りがあり、法理と宇宙の構造

についての認識が正確ではないところがあり、大口を叩いているとこ

ろもありますが、基点が良く、部分的に発表してよいのです。

　文章のペンネームと原稿催促の連絡担当者の言い方は非常に良く

ありません。文章は『九評』を超えているとか、悟りが開いたとか、

世界の大法弟子をリードして新たな高みを越えるとか、神々に加持さ

れて書かれたなどの言い方に対して、厳しく指摘すべきです。ちょっ

とした事を行なっただけで、人心を膨らませないでください。大法弟

子の進展をリードするのは師父だけです。

　文章は理性的なので、まだ良いのです。偉そうな書き方をしないよ

うに伝えてください。彼らはなんと言っても修煉している人です。さも

なければ、良いことを行なっても神に見下されるのです。

李　洪　志
二〇一一年十二月八日
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資金集めの問題について

　数年来、中国大陸で無断で資金を集める人がおり、海外の新唐

人テレビ局、大紀元新聞と学習者が運営するほかのメディアを援助

する口実をもって学習者から資金を集めています。このように行なっ

てはいけません。メディアが長い間、正常に運営することができず、

長らく学習者の援助に頼っているのは、すでに深刻な問題です。そ

の上、学習者から資金を集めているのなら、つまり間違いに間違い

を重ねたのです。これらの問題について数社のメディアに対して何回

も話しました。しかも、彼らは中国大陸の学習者から資金を集めな

いと明確に意思表示をしました。それならば、中国大陸各地で資金

を集めている人はどういう人たちなのでしょうか？　これらの人たちの

目的は何でしょうか？　迫害が始まったばかりの数年間、いつも各

種の名目をもって学習者から資金を集める中共のスパイと下心のある

悪人がおり、一部の学習者の生活は大きな損失を被りました。また、

資金集めと関わったため、ひどく迫害されました。以前の説法の中で、

学習者からお金を集めてはいけないという法を説きましたが、なぜそ

れに従わないのでしょうか？（一部の学習者が自発的に真相資料を

印刷することを除く。）��大きな商売をする人や能力のある人でも、私

の同意がなければ資金を提供してはいけません。一部の学習者が行

うべきではないことを行なってしまうと、邪悪に隙に乗じられ、関わっ
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た学習者は逮捕されたり、迫害されたりします。教訓を汲み取るべき

です！　ほかの角度から言えば、私はメディアが社会に根を下ろし、

正常に経営される会社になるようにと指示し、この良性循環こそ真相

を伝えることに有利なのです。それなら、資金の援助によって彼らに

長い間学習者に頼る心が生じ、そのため経営が良くならなかったの

ではありませんか？　このまま続くと、学習者の資金を使い果たして

しまうのではありませんか？　しかも、このやり方に威徳がありませ

ん。一部のメディアの学習者の頼る心をこれ以上助長しないでくださ

い。これも皆さんのことであり、正しく行なったら良いことになります

が、間違って行なってしまえば悪いことになります。皆さんが教訓を

汲み取り、二度と無断で資金や援助を求めたりせず、皆さんの修煉

の道をしっかり歩むことを望んでいます！

李　洪　志
二〇一二年一月九日

　

　

　

　



132

真相を伝える根本的な目的

　法輪大法は佛法です。中共の邪悪な宣伝は法輪功を誹謗中傷す

る虚言を世の人々に注ぎ込み、世の人々が佛法を恨み、神の道を歩

んでいる大法弟子を恨むように仕向けたのです。特に、中国人が会

話のときや大法弟子に対して示した態度は、邪悪の立場に立ってい

ます。この状況であれば、世の人々は危険ではありませんか？　つま

り、今回の迫害がいくら邪悪であっても、大法弟子は邪悪な試練の

中で圓満成就に向かっていますが、本当に危険なのは邪党に虚言を

注ぎ込まれた世の人々です。共産党の出現と中共の本当の目的は人

間に神佛を仇
かたき

のように敵視させ、無神論の思想を宣揚し、闘争の哲

学を注ぎ込むことによって、人類を壊滅させるところにあります。こ

れはなぜ大法弟子が真相を伝えなければならないかの理由であり、

目的は邪悪の虚言をなくし、共産党の本質を認識してもらい、人間

が神佛に対して犯した罪を払い、それによって衆生を救い済度するた

めです。

李　洪　志
二〇一二年二月六日


